
Ⅱ　教　育　行　財　政

１　教育の沿革

寛文 4 . 9 . 8 　谷津の東福寺の住職宥円の筆子塚に俗人弟子10名の名前が記される。

天明 6 . 10 . 9 　久々田（津田沼）の三橋茂兵衛家の墓地に、鷺沼村筆子中と刻まれた筆子塚が建てら
れる。
近世、習志野市域の村々では、各地域に寺子屋・私塾があったことが、筆子塚や伝承

などによって確認されている。その多くは近世後期～幕末に開かれた。多くの場合、各地
域 の寺院が教育機関の役割を果たしていた。

安政５年に建てられた、藤崎の正福寺にある田久保伊三郎の筆子塚には、藤崎村をは
じめ周辺６か村67名の名前が刻まれている。また、当時の寺子屋の師匠としては、久々田
（津田沼）の吉野伊左衛門、吉野伊助、鷺沼村の村山茂樹、渡邊佐源次、渡邊藤右衛門
などが記録されている。

　藤崎村の自宅において、田久保伊三郎の養子伊助が、師匠として20～30名を教えた。
また、実籾村の無量寺の住職照永が150名ほどの俗人弟子に読み書きを教えていた。
しかし、 ともに明治初めに廃校となった。

4 . 7 . 18 　文部省がおかれ、全国の学事を統轄。
5 . 8 . 3 学制が制定され「邑に不学の戸なく、家に不学の人なからしめんことを期し」全国を８大

学区、１大学区を32中学区、１中学区を210小学区にわけ、人口約600人に対し１小学
校の設置を図った（フランス型学制）。当地域は第１大学区第24番中学区に属した（第１
大学区は関東全府県、山梨県、静岡県。県下の中学区は第20～27番中学区にわけられ
る）。

9 . 8 　小学教則が制定。印旛県達により寺子屋廃止。

　同月、印旛県が葛飾郡流山に印旛官員共立学舎を設立し、教員養成を開始する。
6 . 2 . 　印旛県の調査によると、千葉郡で12校の小学校が設立されていた。

　当時の小学校は６歳で入学し、下等小学４年、上等小学４年の２段階にわけられてい
た。 進級・卒業は試験により、14歳で卒業となった。

6 . 　木更津県と印旛県が合併して千葉県が成立する。
7 . 　各中学区に学区取締が任命され、市域では久々田の三橋承卿と馬加（幕張）の大須賀

喜内が任命された。

11 . 1 　久々田村東漸寺を仮校舎として第24番中学区 菊田学校設置。

　教員１　主者：吉野伊左衛門　生徒数：男59　女15　（明治７年文部省年報による。）

　同年、実籾村無量寺を仮校舎として第24番中学区 実籾学校設置。

　教員１　生徒数：男33　女３　（明治８年文部省年報による。）

　同年、大久保新田に第24番中学区 大久保学校設置。
　教員１　主者：森田喜平次　生徒数：男28　女４　（明治７年文部省年報による。）

7 , 1 . 15 　藤崎村正福寺を仮校舎として第24番中学区 藤崎学校設置。

　教員：田久保伊助　主者：田久保長兵衛　生徒数：男20　女５　（明治７年文部省年報
などによる。）

11 . 19 　鷺沼村慈眼寺を仮校舎として第24番中学区 鷺沼学校設置。

　教員：森庄次郎　後に渡辺良輔　主者：廣瀬喜兵衛　生徒数：男41　女７　（明治７年
文部省年報などによる。）

8 . 4 . 3 　谷津村東福寺を仮校舎として第24番中学区 谷津学校設置。

　教員１　生徒数：男49　女６　（明治８年文部省年報による。）

9 . 8 . 2 　訓導、授業生、授業生試補は訓導、准訓導、助教、仮助教となる。

12 . 25 定期試験が久々田村の学校で行われる（学区取締 大須賀喜内 三橋承卿並びに鷺
沼村准訓導渡辺良輔、藤崎村助教田久保伊助、谷津村助教近藤吾平次、久々田村助教
三橋安のほか、近隣各村の学校から試験官が参集）。

明 治 初 年
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明治 12 . 9 . 29 学制を廃して教育令が布告され、町村に公立小学校を設置し、菊田小学校等に改称。
学区取締にかえて、公選の学務委員が学事を管理する。義務就学年限を学齢期間中、
最低16か月とする（アメリカ型、自由型）。

13 . 12 . 28 　教育令改正。義務就学の年限が３か年に延長。修身を首位とする道徳教育主義へ（ドイ
ツ型）。

14 . 5 . 4 小学校教則綱領により初等科３年、中等科３年、高等科２年となり、当地では初等科が
おかれた（中等科は検見川校、中野校におかれ生徒各１ 高等科は登戸校におかれ、男
生徒２名のみ）。

15 . 3 . 　実籾小学校は天戸、薬師山（長作）小学校と合併し、長作小学校が設立。長胤寺を仮
校舎とする。

　教員６　児童数：男184　女167　学級６
18 . 8 . 12 　半年進級制が１年進級制になる。学務委員制度が廃止される。

12 . 20 　内閣制度が発足。初代文部大臣・森　有礼就任。
19 . 4 . 10 　小学校令が公布され尋常科４年（義務制）、高等科４年とし、教育内容の画一化をはか

る。
20 . 4 . 1 　大久保小、谷津小、鷺沼小、藤崎小は三輝（後に菊田と改称）尋常小学校に統合され、

分教場として存続。
21 . 11 . 　菊田校の扁額が、伊藤弥一（５村連合戸長）から寄贈された。
22 . 4 . 1 　谷津村、久々田村、藤崎村、鷺沼村、大久保新田を合わせて津田沼村が誕生（村長・伊

藤弥一）。
　　◎当時の人口と戸数

10 . 3 　津田沼村鷺沼大堀込216番地に鷺沼尋常小学校設置認可（児童数：116）。
24 . 1 . 11 　23年10月30日発布の教育勅語の謄本が、本校及び各分校に下賜された。
25 . 4 . 1 小学校令（23年10月７日公布）が全国一斉に施行。谷津、藤崎尋常小学校独立校に

なる。
10 . 18 　富塚甚之丞藤崎尋常小学校の本科訓導となり、明治31年８月15日まで在職。この頃

藤崎小学校校舎が、現在の藤崎保育所南側に設置（田んぼの学校と通称）。
26 . 5 . 13 　鷺沼校扁額が掲げられる。

7 . 1 　東漸寺を仮校舎として津田沼高等小学校設置。

　　各区の戸数

   各学校の職員・児童数

　　授業料　尋常小学校　月８銭　高等小学校　月20銭（同）
28 . 8 . 30 　大久保新田字牧野57番地に大久保尋常小学校設置。
32 . 3 . 31 　大久保尋常小学校に補習科設置認可。（在籍男１　女１）34年度生徒なく廃止。

11 . 18 　騎兵旅団司令部設置のため大久保尋常小学校は弁天原392番地２号薬師堂へ移転。

33 . 8 . 18 　小学校令改正。義務教育４か年が確立。尋常小学校の授業料無料の原則（34年度よ
り３か月授業料徴収が認可される。）

34 . 9 . 1 　大久保尋常小学校が弁天原397番地の新校舎へ移転。
36 . 3 . 3 　津田沼町となる。（人口6,106名  町長・笠川徳脩)
37 . 4 . 1 　小学校で国定教科書が使われる。

区　  分 谷　津 久々田 藤　崎 鷺　沼 大久保新田 合　  計
人　  口 922 1,643 314 1,285 287 4,451
戸　  数 156 297 78 239 44 814

区　  分 谷　津 久々田 藤　崎 鷺　沼 大久保新田 合　  計

戸　  数 150 300 75 235 40 800

校　  名 菊田小 谷津小 藤崎小 鷺沼小 高等小 合　  計
児　  童 85 60 50 80 65 340
教　  員 2 1 1 2 2 8
小　  使 1 1 0 0 0 2

（明治27年3月現在）

（明治27年度予算書より）
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明治 40 . 3 . 21 　小学校令が改正。
41 . 4 . 1 　小学校令が施行され、尋常６年、高等科２年（３年）の制度に変わる。全町６校（菊田尋

常小学校、大久保尋常小学校、谷津尋常小学校、藤崎尋常小学校、鷺沼尋常小学校、
津田沼高等小学校）が統合され、「津田沼尋常高等小学校」が東漸寺を仮校舎として設
置される。（学校長・吉野茂助、尋常科999名、高等科87名、教員19名）。菊田（校長・
広瀬金八）、 鷺沼（同　吉野忠治）、大久保（同　平山虎吉）、谷津（同 織戸喜代吉）、藤
崎（同　金平直吉） の各尋常小学校は第１～第５分教場となり、各校長はその主任とな
る。

43 . 10 . 13 　尋常科５年以上は本校に通学。就学率97.18％

大正 元 . 9 . 17 　私立大正中学館（学館長・吉野茂助）設置認可。中等程度　修業３か年　自宅におい
て、10月１日より授業開始。

4 . 5 . 5 　私立弘文学校（校長・川島晃阿）設置認可。国、漢、英、数を授業。修業３か年。藤崎の
正福寺において授業。後に墓地南側藤崎２丁目に移転。

6 . 4 . 1 　各分教場の第４学年児童を本校へ（但し、大久保分教場を除く）。
10 . 1 　台風による高潮のため中央校舎１棟倒壊する。

7 . 4 . 1 　大久保分教場は、この日より第４学年児童を本校へおくる。
8 . 6 . 22 　習志野俘虜収容所のドイツ兵オーケストラ「美しく青きドナウ」を演奏。

11 . 7 . 25 　津田沼教育会発足（会長・町長：中嶋佐内　副会長・魚池半助校長）。
14 . 7 . 1 　津田沼青年訓練所設置。津田沼尋常高等小学校長が主任を兼ねる。

　生徒数：１～４学年　140名
昭和 2 . 1 . 8 第１（菊田）、第２（鷺沼）、第４（谷津）、第５（藤崎）の各分教場廃止。これらの全児童を

本校の新校舎に収容。第３（大久保）分教場は存続（この頃の藤崎分教場北側が今の
藤崎保育所）。

4 . 1 　尋常科：児童数　1,184名  学級数  20

　高等科：児童数　 169名  学級数    3
8 . 2 . 　私立大正中学館廃校。

5 . 31 　津田沼農業補習学校設置。津田沼尋常高等小学校長が校長兼任。
10 . 4 . 1 　青年訓練所と農業補習学校は廃止され、津田沼青年学校設置。校長は小学校長兼任。

　このころまでに鷺沼台に遠藤隆吉博士によって習志野体育奨励会が設立される。
　津田沼尋常高等小学校附属幼稚園設置。現在の菊田公民館の位置。
　小学校長が園長兼任。

11 . 5 . 31 　本園を本校に、分園を大久保分教場内におく（６月１日開園式）。
16 . 4 . 1 　国民学校令施行。小学校を国民学校に改称。

8 . 　私立弘文学校廃校。
19 . 4 . 1 　大久保分教場が、大久保国民学校として独立（初等科６年まで。11学級、352名)。

4 . 6 　少年団組織編成（部落毎）。
11 . 30 　９月30日に設立を許可された大久保国民学校附属幼稚園設置、大久保国民学校長

が園長を兼任（大久保分園児をそのまま受け入れる）。
20 . 4 . 1 　決戦教育措置要綱により、国民学校初等科のほかは授業停止。

　戦時教育令公布。
8 . 15 　第二次世界大戦終結。

津田沼尋常高等小学校が、東漸寺から

現在のＪＡ千葉みらい裏に新校舎移転

津田沼尋常高等小学校記念碑

（Ｓ57. 3. 31設置）

記念碑建立実行委員会を編成し、旧校地

津田沼５－13－４に設置
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昭和 21 . 4 . 1 船橋市、津田沼町、幕張町など１市９町村による市町村組合立習志野農業学校が二宮
町薬円台に設置。25年４月１日県立船橋高校の習志野分校となり、38年４月１日県立
薬園台高校となる。

9 . 10 千葉医科大学附属研究所が、陸軍習志野学校跡（現在の泉町３丁目）に設置。24年
５月31日、千葉大学腐敗研究所となる。

10 . 24 　県立千葉工業学校が、鉄道第２連隊材料廠跡（現在の津田沼１丁目）に移転。
22 . 3 . 31 　教育基本法施行。

4 . 1 　学校教育法施行。６・３制発足。国民学校を小学校に改称。
4 . 7 　私立千葉工業大学が、鉄道第２連隊跡（現在の津田沼２丁目）に移転してくる。
4 . 30 　千葉郡津田沼町立津田沼中学校設置（津田沼小学校内）。

　千葉郡幕張町立幕張中学校設置（旧日立青年学校跡。現在の実籾小所在地）。
5 . 10 　県下一斉に中学校開校式を行う。

23 . 3 . 22 津田沼中学校が騎兵第16連隊跡（現在の泉町３丁目、大久保保育所の位置）に移
転。

3 . 31 　津田沼青年学校廃止。
4 . 1 　県立千葉工業学校は、県立千葉工業高等学校に昇格(工業化学、機械、電気)。

10 . 1 　組合立習志野農業学校が農業高等学校に昇格。
11 . 1 　教育委員会法の施行により、千葉県教育委員会発足。

24 . 5 . 9 　津田沼中学校の一部（１年生）が鉄道第２連隊跡（現在の谷津１丁目）に移転。
6 . 10 　社会教育法公布施行。
8 . 31 　津田沼中学校が、町立第一中学校と町立第二中学校に分かれる。

25 . 1 . 16 　津田沼小学校のマンモス化にともない、谷津分校を設置（現在の谷津５丁目）。
2 . 28 　社会教育委員設置。
4 . 1 　私立東邦大学（医学部進学課程、薬学部、理学部）が、騎兵第13・15連隊跡に設立。

　県立千葉工業高等学校に定時制課程（電気、機械）併設。
26 . 3 . 1 　私立順天堂大学（医学部進学課程、体育学部）が、騎砲兵連隊跡に設置。

4 . 1 　谷津分校が千葉郡津田沼町立谷津小学校として独立。津田沼小学校長が校長を兼任
（３年まで、９学級）。

9 . 1 　谷津小学校に専任の校長を配置（４～６年まで７学級が新校舎に移る）。
27 . 5 . 10 　町立家政学校（昼・夜間共修業年限１年）が、鉄道第２連隊将校集会所跡（現在の谷

津１丁目、元仲よし幼稚園）に設置。第一中学校長が校長を兼任。
6 . 26 　津田沼町育英資金給与条例施行。

11 . 1 　教育委員法第70条の規定により、津田沼町教育委員会を設置。

　県費負担学校職員の任命権を県から移譲。

28 . 4 . 1 千葉郡津田沼町立鷺沼小学校が、津田沼小学校から分離独立（児童数：392 教員
数：14）。

29 . 1 . 1 　給与３本立実施。

3 . 31 　町立家政学校廃止。

8 . 1 　市制施行により習志野市教育委員会発足。

津田沼町と千葉市の内旧幕張町の一部を併せて市制（市名 習志野市）を施行し、各
学校は町立から市立となる。幕張（第一）中学校は千葉市立から習志野市立実籾中学
校と移管改称。

31 . 9 . 16 　市立実籾小学校が千葉市立幕張東小学校から分離独立し、30年３月29日に現在地
の校舎に移転し、実籾中学校と同居。

9 . 30 　教育委員会法の改正により教育委員全員解任。
10 . 1 　地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づく教育委員任命。

32 . 4 . 1 市立習志野高等学校設置。（全日制課程 普通科４学級、商業科２学級。定時制課程
普通科１学級、商業科１学級、学区は県立高等学校と同じ）。
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昭和 32 . 4 . 1 　津田沼小学校が、新校舎へ移転。
10 . 1 　児童の校外学習のためのスクールバス運行。

33 . 9 . 1 　第二中学校に実籾中学校を統合して新校舎に移転。
34 . 4 . 1 　実籾小学校に精神薄弱特殊学級設置。

7 . 1 　事務局に総務課設置。
36 . 4 . 1 　第二中学校に精神薄弱特殊学級設置。
37 . 4 . 1 　私立くるみ幼稚園（後の第一くるみ幼稚園）設置。

　津田沼小学校に精神薄弱特殊学級設置。
11 . 1 　市立杉の子幼稚園設置。
11 . 6

～8
終戦直後の公選市長である白鳥市長の教育優先施策により学校施設が充実してきた

ことを背景とし、習志野の教育を日本全国に問うため、市内の幼小中高全ての学校園で
一斉に全国公開研究会が開催された。

38 . 4 . 1 　市立仲よし幼稚園設置。
　第一中学校に精神薄弱特殊学級設置。
　市立大久保東小学校が大久保小学校から分離独立。
　義務教育学校の教科用図書無償措置開始。

5 . 1 　事務局機構改革により、総務課、学校教育課、社会教育課の３課体制となる。
12 . 21 　習志野市青少年問題協議会設置（会長・市長）。

39 . 4 . 1 　学校等の公の施設はすべて条例によって設置することになる。

　大久保小学校に精神薄弱特殊学級設置。

7 . 1 　体育指導委員設置。
40 . 4 . 1 　私立日本大学第一工学部が、騎兵第14連隊跡（現在の泉町１丁目）に設置（41年に

生産工学部と改称）。
41 . 8 . 10 　山中湖 山の家設置。

11 . 15 　市民会館運営審議会設置。
42 . 1 . 1 　若松青年館設置。

4 . 1 　市立つくし幼稚園 大久保小学校内に併置して設置。
　市立幼稚園は、５歳児全入、４歳児抽せん入園の方針決定。
　私立青葉幼稚園、私立みもみ幼稚園の２幼稚園設置。

4 . 8 　県立千葉工業高等学校が千葉市今井町に移転。
7 . 16 　袖ケ浦団地の完成入居にともない、市立第三中学校、市立袖ケ浦西小学校新設。

43 . 4 . 1 　つくし幼稚園が新園舎に移転。
　私立第二くるみ幼稚園設置。
　習志野市立図書館設置。

6 . 28 　習志野市通学区域審議会条例制定、通学区域審議会設置。
44 . 4 . 1 　市立東習志野小学校が実籾小学校から分離独立。

　市立袖ケ浦東小学校が袖ケ浦西小学校から分離独立（８月末まで同居）。
　市立第四中学校が第二中学校から分離独立。
　私立袖ケ浦幼稚園設置。
　実籾小学校に言語障害特殊学級設置。
　事務局に保健体育課を設置。

6 . 1 　習志野市教育委員会顕彰規程制定。
7 . 1 　習志野市青少年補導センター設置。

10 . 1 　事務局に企画室・給食センター設立準備室設置。
45 . 4 . 1 　習志野市文教住宅都市憲章公布（９月30日施行）。

　習志野市教育研究所設置。
　事務局機構改革により、教育次長をおき、企画課、庶務課、学校教育課、社会教育課、
保健体育課、給食センター設立準備室の５課１室体制となる。

9 . 1 　幼児学級開設（４歳児、週２日の定日制）。
46 . 4 . 1 　幼稚園４歳児、週２日制で全入を実施。

　幼稚園５歳児希望者全入を実施。
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昭和 46 . 4 . 1 　市立東習志野幼稚園設置。東習志野小学校長が、園長兼任。９月１日プレハブ校舎よ
り新校舎に移る。
　習志野市菊田公民館設置。
　私立習志野みのり幼稚園設置。
　習志野市青少年補導センターを習志野市青少年センターに改称。
　習志野市文化財保護条例施行、文化財審議会設置。

8 . 1 　公民館運営審議会設置。
9 . 20 　市立習志野高等学校全日制普通科の学区を市内に限る（47年度入学生から適用）。

11 . 25 　市立図書館菊田分館開設。
12 . 1 　市立図書館袖ケ浦分館開設。

47 . 1 . 1 　教育職員の給与等に関する特別措置条例施行。
3 . 1 　習志野市学校給食センター設置。

　４月10日から幼稚園５園・小学校４校に、４月24日から中学校４校に完全給食開始。９
月１日から小学校５校となる。ここに自校給食校を加え市内全小中学校と幼稚園が完全
給食実施。
　習志野市視聴覚センター、習志野市体育センター設置。
　習志野市袖ケ浦体育館開館、習志野市袖ケ浦テニスコート開設。

4 . 1 　市立屋敷小学校が、大久保東小学校から分離独立（９月１日新校舎へ移転）。
　谷津幼稚園が、仲よし幼稚園から分離独立（９月１日新園舎へ移転）。
　移動図書館きぼう号運転開始。
　幼稚園就園奨励制度実施。

7 . 1 　スポーツ振興審議会設置。
　習志野市高等学校問題専門協議会設置。

9 . 1 　全市立幼稚園４歳児、週３日制に移行。
　第一中学校が谷津町７丁目から８丁目1200番地（庄司ヶ池の埋立地　現奏の杜1丁
目）の新校舎へ移転。
　市立谷津幼稚園が新園舎に移転。谷津小学校長が園長兼任。
　屋敷小学校新校舎に移転。

48 . 3 . 15 　私立ホーリネス幼稚園設置。
4 . 1 　市立津田沼幼稚園が、仲よし幼稚園から分離独立。

　大久保東小学校内につくし幼稚園分室２学級を設置。

　市立あかしあ学園内に特殊学級２学級を開設。津田沼小、大久保小より教員１名派遣。
　習志野市立鹿野山少年自然の家設置。
　習志野市民会館（41年10月1日設置）を市より移管をうけ、ホール以外の施設を習志
野市大久保公民館とする。
　事務局機構改革により企画管理課、施設課、学務課、指導課、社会教育課、保健体育
課の６課体制となる。
　高校定時制の教科書無償給与実施。
　情緒障害特殊学級設置準備及び研修開始。
　移動図書館きぼう号のステーションが６か所から20か所になる。

6 . 1 　市立高等学校教育職員の給与について条例改正（教育職給料表採用）。
　千葉県知事友納武人より少年自然の家の建設が優良事業として表彰される。
　訪問指導開始。

7 . 1 　谷津青年館を第一中学校体育館ピロティに設置。
7 . 2 　鹿野山少年自然の家利用開始（セカンドスクール、グリーンスクール、少年野外活動セ

ンターとして）。
9 . 26 　習志野市立富士吉田青年の家設置（11月１日利用開始）。

49 . 4 . 1 　社会教育課、保健体育課、青少年センター、袖ケ浦体育館附属施設へ移転。
　鷺沼小、袖ケ浦西小に精神薄弱特殊学級設置。
　実籾小学校の言語障害特殊学級廃止。
　市立藤崎小学校が、大久保小学校より分離独立。
　市立袖ケ浦東幼稚園が、津田沼幼稚園より分離独立（５月20日新園舎へ移転）。
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昭和 49 . 4 . 1 　市立屋敷幼稚園が、杉の子幼稚園より分離独立。
　東習志野小学校に情緒障害特殊学級及び言語障害特殊学級設置。

　小中学校父母負担の解消。
50 . 3 . 28 　新築された視聴覚センター・教育研究所が運営開始。

4 . 1 　市立習志野高等学校が新校舎へ移転。

　市立実花小学校が東習志野小学校より分離独立（７月20日新校舎へ移転）。

　市立向山小学校が谷津小学校より分離独立（51年４月１日新校舎へ移転）。

　市立向山幼稚園が谷津幼稚園より分離独立（51年４月１日新園舎へ移転）。

　市立藤崎幼稚園がつくし幼稚園より分離独立（53年２月７日新園舎へ移転）。

　市立大久保東幼稚園がつくし幼稚園より分離独立。

　習志野市あづまこども会館設置（６月15日利用開始）。

　習志野高校普通科が県の学校群総合選抜制へ参加。
9 . 1 　事務局機構改革により教育総務部（企画課・財務課・施設課）、学校教育部（学校教育

課・学務課・学校保健課）、社会教育部（社会教育課・社会体育課・青少年課）の３部９
課体制となる。

　教育委員会事務局が旧習志野高校西側校舎へ移転。
11 . 3 　菊田公民館が優良公民館として文部大臣賞受賞。
12 . 12 　旧大沢家住宅が千葉県の有形文化財に指定される。

51 . 4 . 1 　幼稚園４歳児、全日制へ移行。

　市立新栄幼稚園が東習志野幼稚園より分離独立。

　市立袖ケ浦幼稚園が袖ケ浦東幼稚園より分離独立。
　（私立袖ケ浦幼稚園より施設及び運営を移管）

　『教育百年誌』刊行。

　習志野市立小学校及び中学校管理規則の一部改正（主任制導入）。
10 . 1 　習志野市立高等学校管理規則の一部改正（主任制導入）。
10 . 8 　習志野市ママさん体操クラブが社会体育優良団体として文部大臣賞受賞。

52 . 1 . 16 　旧大沢家住宅開館。
4 . 1 　習志野市屋敷公民館設置。

　実花小学校隣接地に東習志野幼稚園分室５学級を設置。

　留守家庭児童育成事業制度化。
7 . 1 　習志野市有害図書規制に関する条例施行、有害図書審議会設置。

53 . 4 . 1 　市立第五中学校が第一中学校より分離独立。

　市立第六中学校が第二中学校より分離独立。

　市立袖ケ浦西幼稚園が津田沼幼稚園より分離独立。
　（私立第二くるみ幼稚園より施設及び運営を移管）

　事務局機構改革により学校教育部において学校教育課、指導課、学務課の３課体制と
なる。

　県立津田沼高等学校設置。

　習志野高等学校総合選抜制を廃止し、県立並み学区選抜となり現在に至る。
4 . 10 　習志野市谷津コミュニティセンター設置。
7 . 4～

16

10 . 11 　山中湖 山の家廃止。
12 . 21 　習志野文化ホール開館。

54 . 4 . 1 　第二中学校に情緒障害特殊学級設置。

　袖ケ浦東小学校に言語障害特殊学級設置。

　盲・聾・養護学校の義務化が実施される。
4 . 11 　市立仲よし幼稚園廃止。
7 . 1 　習志野市実花公民館設置。

　習志野少年少女オーケストラが第７回ウィーン青少年音楽祭に参加（４位入賞）。
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昭和 54 . 12 . 1 　市民スポーツ指導員制度発足。
55 . 4 . 1 　市立秋津幼稚園設置。

　市立秋津小学校設置。

　市立第七中学校設置。

　事務局機構改革により教育総務部において財務課と企画課を統合し、企画管理課とな
り、社会教育部に文化課を新たに設置する。

6 . 30 　市立富士吉田体育館設置（７月11日利用開始）。
7 . 1 　習志野市実籾テニスコート設置。
8 . 1 　市立大久保図書館設置（習志野市立図書館の名称を改め、市民会館３階から独立新

築。10月１日利用開始）。
56 . 4 . 1 　市立香澄幼稚園設置。

　市立香澄小学校設置。

　袖ケ浦東小学校に情緒障害特殊学級設置。
5 . 1 　習志野市袖ケ浦公民館設置。

　習志野市実花水泳プール設置。
57 . 4 . 1 　青少年センターを保健会館内に移転。

　新栄青年館設置。

　市史編さん委員会設置。
5 . 1 　習志野市谷津公民館設置。
7 . 1 　習志野市東習志野コミュニティセンター設置。

　市立東習志野図書館設置。
10 . 1 　習志野市秋津サッカー場開設。

58 . 2 . 8 　つくし幼稚園改築。
4 . 1 　県立実籾高等学校設置。

　体育センターを教育委員会事務局内に移転。
59 . 4 . 1 　東習志野小学校に難聴学級設置。

　教育研究所を習志野市教育センターに改称。

　プラネタリウム館開設。

　事務局機構改革により社会教育部において文化課を社会教育課に統合し、３課体制と
なる。

9 . 2 　習志野市秋津野球場開設。
60 . 4 . 1 　青少年センターを旧習志野高校西側校舎に移転。
61 . 4 . 1 　市立谷津南小学校設置。

8 . 15 　東習志野幼稚園分室改築。
62 . 4 . 1 　袖ケ浦幼稚園休園。

8 . 1 　ＡＬＴ（英語指導助手）採用開始。
63 . 4 . 1 　習志野市秋津テニスコート開設。

　順天堂大学（医学部進学課程・体育学部）が印旛郡へ移転。

平成 元 3 . 26 　市立習志野高等学校に多目的棟新築。
8 . 1 　鈴木大地選手の記念碑を大久保図書館前庭に設置。

　（1988年夏季オリンピック・ソウル大会100メートル背泳ぎ金メダリスト）
2 . 3 . 28 　新栄幼稚園改築。

4 . 1 　第四中学校に言語障害特殊学級設置。
3 . 3 . 　第一中、第二中、第三中、第四中、第六中にコンピュータ教室設置。

9 . 　第五中、第七中にコンピュータ教室設置。
4 . 3 . 31 　習志野市教育文化振興基金設置。

4 . 1 　習志野市新習志野公民館設置。

　市立新習志野図書館設置。
10 . 1 　袖ケ浦西小、東習志野小にコンピュータ教室設置。

平成 4 10 . 15 　事務局機構改革により社会教育部を生涯学習部に、社会体育課を生涯スポーツ課に
改称。

　生涯学習市民会議設置。
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平成 5 . 4 . 1 　市立藤崎図書館設置。

　習志野市入学準備金の融資のあっせん及び利子補給に関する規則制定。
11 . 1 　屋敷小、秋津小にコンピュータ教室設置。

6 . 3 . 31 　習志野市青少年音楽振興基金設置。
4 . 1 　向山小学校に言語障害通級指導教室設置。

　東習志野青年館廃止。
4 . 22 　子育てふれあい広場を幼稚園に開設（第１回　秋津幼稚園）。

10 . 1 　習志野市東部体育館設置。
10 .

　第１回習志野市美術展覧会（市展）開催。

7 . 1 . 18 　習志野市生涯学習地区センターゆうゆう館開設。
2 . 1 　大久保小、鷺沼小、袖ケ浦東小、藤崎小、実花小、向山小にコンピュータ教室設置。
4 . 1 　新栄青年館、屋敷青年館廃止。

　旧習志野高校第二体育館、旧習志野高校グラウンドの名称を市役所前体育館、市役
所前グラウンドに改称。

7 . 5 . 13 　習志野市民カレッジ開講。
5 . 31 　私立幼稚園類似施設園児補助金交付要綱制定。

10 . 1 　津田沼小、谷津小、実籾小、大久保東小、香澄小、谷津南小にコンピュータ教室設置。
8 . 2 . 29 　子育てふれあい広場が優良施策県知事賞受賞。

4 . 1 　習志野市谷津コミュニティセンター改築。

　東習志野幼稚園分室を改称し、市立実花幼稚園設置。

　谷津青年館廃止。

　体育センター廃止。
6 . 1 　市立谷津図書館設置。

10 . 12 　セントラル高校と習志野高校が姉妹校提携。
9 . 4 . 　谷津南小学校に埋蔵文化財調査室設置。

6 . 1 　習志野高校第二グラウンド移転。
12 . 2 　市内５地域図書館のオンライン化完了。

10 . 1 . 17 　鈴木大地選手記念碑　大久保図書館前庭から、千葉県国際水泳場利用者出入口脇に
移設。

3 . 31 　市立袖ケ浦幼稚園廃止。
4 . 1 　大久保図書館菊田分館廃止。

　教育次長の職名を副教育長に改める。

　生涯学習部、青少年センターを第４分室へ移転。

　千葉工業大学通用門（旧鉄道第二連隊表門）、国の登録有形文化財に登録。
11 . 4 . 1 　大久保図書館袖ケ浦分館廃止。

　鷺沼青年館廃止。

　ドイツ捕虜史料展開催、駐日ドイツ大使来観。
12 . 1 . 15 　習志野市中央公園パークゴルフ場開設。

4 . 29 　習志野市適応指導教室開設。
11 . 25 　旧鴇田家住宅開館。

　第三中、香澄小に知的障害特殊学級設置。
13 . 4 . 1 　習志野高校にセミナーハウス新築。

  事務局機構改革により学校教育部において学務課と学校教育課を統合し、２課体制と
なる。

15～

24
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平成 13 . 5 . 27 　総合型地域スポーツクラブ（習志野ベイサイドスポーツクラブ）設立。
10 . 1 　習志野市教育基本計画策定。
12 . 20  『ドイツ兵の見たニッポン』出版（習志野市教育委員会編）。

14 . 2 . 14 　旧陸軍演習場内圍壁、国の登録有形文化財に登録。
4 . 1 　完全学校週５日制の実施。

　屋敷小学校に知的障害特殊学級設置。
6 . 1 　習志野文化ホールリニューアルオープン。

10 . 1 　市内図書館のインターネット蔵書検索サービス開始。
12 . 1 　市内図書館のインターネット蔵書予約開始。

15 . 4 . 1 　学校評議員会（谷津小、四中）設置。
5 . 16 　図書館ボランティアの活動開始。
5 . 24 　総合型地域スポーツクラブ（習志野イースタンスポーツクラブ）設立。
6 . 1 　誕生記念図書館カード配布登録開始。
7 . 1 　廣瀬家住宅　主屋・蔵・倉庫・井戸上屋、国の登録有形文化財に登録。
8 . 27 　習志野第九合唱団、ドイツ捕虜の故郷エルスハイムを訪問、交歓演奏会を行う。

 12 . 　市制施行５０周年を記念し、『習志野かるた』が作成される。
16 . 3 . 25 　『習志野市史　別編　民俗』刊行（Ｓ６１史料編Ⅰ、Ｈ５同Ⅱ、Ｈ６同Ⅲ、Ｈ７通史編）。

3 . 30 　下総三山の七年祭りが千葉県の無形民俗文化財に指定。
4 . 1 　こども部を創設し、幼稚園業務に係る学校教育課の業務の一部移管。

　教育センターと視聴覚センターを統合し、習志野市総合教育センターに改称。

　谷津南青年館廃止。

　学校評議員会（小８校、中３校）設置。
6 . 1 　市内図書館で視聴覚資料の貸出開始。
8 . 3 　市内図書館でメールによる予約連絡サービス開始。

10 . 16 　市制施行５０周年式典。
17 . 3 . 29 　旧鴇田家住宅及び附３点が千葉県の有形文化財に指定される。

4 . 1 公民館・図書館等の社会教育施設で月曜日と祝日が重なったときの翌火曜日の開館
開始。
　市内図書館で週１回の開館時間延長を開始。

　公民館（７館）、コミュニティセンター（２館）、生涯学習地区センターゆうゆう館の有料化
実施。
　学校評議員会（小15校、中７校、習高）設置。

6 . 4 　総合型地域スポーツクラブ（習志野中央スポーツクラブ）設立。
18 . 3 . 31 　市立東習志野幼稚園閉園。

4 . 1 　幼稚園と保育所の一体化施設、市立東習志野こども園開園。

　生涯学習部関係の管理、運営に指定管理者制度導入。

○谷津コミュニティセンター・東習志野コミュニティセンター・生涯学習地区センター ゆ
うゆう館・スポーツ９施設（袖ケ浦体育館、東部体育館、袖ケ浦テニスコート、実籾テニス
コート、秋津テニスコート、実花水泳プール、秋津サッカー場、秋津野球場、中央公園パー
クゴルフ場）・茜浜パークゴルフ場

　学校運営協議会（秋津小学校）設置。
5 . 21 　習志野市茜浜パークゴルフ場開設。

19 . 5 . 21 　放課後児童会の開設時間延長開始（16児童会）。
20 . 4 . 1 　実花小、第三中に情緒障害特別支援学級設置。

4 . 19 　津田沼児童会の分割により、津田沼第二児童会開設。
10 . 8 　市内図書館で携帯端末による蔵書検索予約サービス開始。

　市内図書館に利用者用インターネット検索端末設置。
10 . 28 　大久保公民館が優良公民館として文部科学大臣賞受賞。
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平成 20 . 11 . 11 　ドイツ捕虜オーケストラの碑設置。
21 . 3 . 19 　大久保児童会の分割により、大久保第二児童会開設。

4 . 1 　大久保東小学校にＬＤ・ＡＤＨＤ等通級指導教室設置。
23 . 3 . 29 　鷺沼児童会の分割により、鷺沼第二児童会開設。

5 . 1 　習志野市芝園テニスコート・フットサル場開設。
10 . 1 　習志野市芝園テニスコート・フットサル場指定管理者制度導入。

24 . 3 . 1 　市内図書館でデジタル録音図書デイジーの貸出開始。
3 . 25 　習志野市市民プラザ大久保開設　指定管理制度導入。
3 . 31 　市立杉の子幼稚園廃止。
4 . 1 　事務局機構改革により、教育総務部を学校教育部に統合し、学校教育部は教育総務

課、学校教育課、指導課の３課となる。

　第四中学校に知的障害特別支援学級設置。

　相談窓口を総合教育センター内に一元化する。

　市内で２番目の市立こども園、杉の子こども園開園。

　市内図書館の祝日開館を開始。

4 . 23 　市立図書館がこどもの読書活動優秀実践図書館として文部科学大臣表彰受賞。
8 . 1 　市内スポーツ施設を対象としたインターネットによる施設予約システムの開始。

11 . 30 　津田沼小学校建て替え完成。
12 . 10 　津田沼小学校につだぬま第一児童会、つだぬま第二児童会開設。

25 . 4 . 1 　放課後児童会の開設時間延長を開始（19児童会）。

　第四中学校に自閉症・情緒障害特別支援学級設置。
9 . 1 　東習志野児童会の分割により、東習志野第二児童会開設。

26 . 3 . 1 　藤崎児童会を廃止し、藤崎第一児童会、藤崎第二児童会開設。
3 . 31 　市立袖ケ浦東幼稚園、市立袖ケ浦西幼稚園廃止。
4 . 1 　市内で３番目の市立こども園、袖ケ浦こども園開園。

　第七中学校に自閉症・情緒障害特別支援学級設置。
4 . 2 　実籾３丁目遺跡出土土器を市指定文化財に指定。
6 . 3 　ＪＲ津田沼駅南口連絡所内に図書館ブックポスト設置。
9 . 1 　谷津児童会の分割により、谷津第二児童会開設。

27 . 4 . 1 　新習志野公民館の管理・運営に指定管理者制度導入。

　市の施設となった習志野文化ホールの管理・運営に指定管理者制度導入。

　谷津コミュニティセンター・東習志野コミュニティセンター・市民プラザ大久保の所管を
市長事務部局へ移管。

　子ども・子育て支援新制度開始。
　全市立こども園を幼保連携型認定こども園（学校及び児童福祉施設としての法的位置
付けを持つ単一の施設）に移行。　こども園の所管をこども部に統一。

　県立習志野特別支援学校開校。
4 . 24 　市役所市民課棟に図書館ブックポスト設置。
8 . 5 　第１回総合教育会議開催。

11 . 9 　谷津貝塚出土墨書土器、瓦塔、銭貨、金属製品を市指定文化財に指定。
28 . 3 . 30 　習志野高校のグラウンド人工芝生化。

4 . 1 　袖ケ浦西小、実籾小に自閉症・情緒障害特別支援学級設置。

　プラネタリウム館廃止。
4 . 3 　旧鴇田家住宅の東日本大震災復旧工事が終了し、再オープン。

29 . 3 . 31 　市立つくし幼稚園、市立実花幼稚園廃止。

平成 29 . 4 . 1 　谷津小学校に知的障害特別支援学級設置。大久保小、谷津南小に自閉症・情緒障害
特別支援学級設置。

　放課後児童会業務を市長事務部局（こども部）へ移管。

　生涯学習地区センターゆうゆう館直営化。

　私立みのりつくしこども園開園（つくし幼稚園より施設と運営を移管）。
　私立ブレーメン実花こども園開園（実花幼稚園より施設と運営を移管）。

　東習志野図書館、新習志野図書館、藤崎図書館、谷津図書館の管理・運営に指定管理
者制度導入。
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平成 29 . 4 . 30 　習志野市庁舎竣工式。
5 . 8 　習志野市教育委員会学校教育部が習志野市庁舎へ移転。
5 . 22 　習志野市教育委員会生涯学習部が習志野市庁舎へ移転。

30 . 2 . 15 　第二中学校体育館建て替え完成。
4 . 1 　移動図書館きぼう号の管理・運営に指定管理者制度を導入。新習志野図書館へ移管。

　谷津小、屋敷小、秋津小に自閉症・情緒障害特別支援学級設置。
　東習志野小学校の難聴特別支援学級を難聴通級指導教室に変更。

31 . 3 . 31 　市立新栄幼稚園、市立秋津幼稚園、市立香澄幼稚園廃止。

4 . 1 　市内で４番目の市立こども園、大久保こども園　５番目の市立こども園、新習志野こども
園開園。市立こども園で3歳短時間児の受け入れ開始。

　津田沼小、藤崎小、香澄小、第一中、第五中、第六中に自閉症・情緒障害特別支援学
級設置。
　鷺沼小学校に自閉症・情緒障害通級指導教室設置。

　私立青葉幼稚園が幼保連携型認定こども園に移行。

　大久保東小、向山小の自閉症・情緒障害通級指導教室を、自閉症・情緒障害特別支援
学級に変更。
　東習志野小、袖ケ浦東小の言語障害特別支援学級を言語障害通級指導教室に変更。

　学校給食センターが芝園へ移転し、PFI事業者による運営開始。
令和 元 9 . 1 　大久保公民館を中央公民館に改称。

　市立大久保図書館を市立中央図書館に改称。
9 . 3 　ドイツ捕虜関係資料を市指定有形文化財に指定。

10 . 1 　幼児教育・保育の無償化開始。
11 . 2 　習志野市生涯学習複合施設プラッツ習志野開設。
12 . 25 　『ドイツ兵たちの習志野』刊行。

2 . 3 . 31 　屋敷公民館、市立藤崎図書館、生涯学習地区センターゆうゆう館、あづまこども会館、
藤崎青年館閉館。

4 . 1 　第六中学校に知的障害特別支援学級設置。
　第四中学校の言語障害通級指導教室閉室。
　私立第一くるみ幼稚園が幼稚園型認定こども園に移行。

7 . 1 　市内初の放課後子供教室、大久保東小学校放課後子供教室開室。
7 . 17 　中央図書館全面開館。こどもとティーンズのフロア、音楽のフロア開設。
8 . 1 　谷津小学校建て替え完成。

11 . 16 　埋蔵文化財調査室を谷津南小学校から旧本大久保保育所に移転。
3 . 4 . 1 　第五中学校に知的障害特別支援学級設置。

　私立習志野みのり幼稚園が幼稚園型認定こども園に移行。
　実花公民館・袖ケ浦公民館・谷津公民館の管理・運営に指定管理者制度導入。

4 . 12 　東習志野小学校、秋津小学校に放課後子供教室を開室。
4 . 3 . 31 　児童生徒一人一台タブレット端末整備完了

4 . 1 　鷺沼小学校の自閉症・情緒障害通級指導教室を自閉症・情緒障害特別支援学級に変更。

4 . 1 　一人一台タブレット端末に「いじめ」メール相談ＷＥＢアプリを導入。
4 12 　袖ケ浦西小学校、袖ケ浦東小学校、藤崎小学校に放課後子供教室を開室。
7 . 5 　市役所での市立図書館の予約資料の受け渡しを開始。

5 . 3 . 1 　藤崎冨士講社の富士塚を市指定民俗文化財に指定。
4 . 1 　習志野文化ホール長期休館
4 . 1 　袖ケ浦西小学校に習志野市日本語指導教室開室。
4 . 13   屋敷小学校、実花小学校、向山小学校、香澄小学校に放課後子供教室を開室。

6 . 1 . 23   鹿野山少年自然の家・富士吉田青年の家50周年記念式典開催
3 . 31 　市立向山幼稚園廃止。
4 . 1 　事務局機構改革により、学校教育部（教育総務課、学務課、保健体育安全課（青少年

センター）、指導課、総合教育センター）、生涯学習部（社会教育課、生涯スポーツ課、中
央公民館、中央図書館）の体制となる。

　市内で6番目の市立こども園、向山こども園開園。
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２　歴代教育委員と教育長 （           網掛け部分は教育委員長の期間を示す※H30年12月26日まで）

27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61

飯 生 薫 (?)

大 塚 軍 記

　　　　　　　　年

氏名
昭　　　和

教

　

　

育

　

　

委

　

　

員

田 島 實 三 ・・・(?)

川 島 亮 阿

11/1

11/1 9/30

11/1 9/30

瀬 山 と み

阿 部 賢 宥

11/1 9/30

11/1 9/30

渡 辺 貞 輔 10/1 4/3

山 本 正 雄

白鳥与惣佐衛門

10/1 10/1 10/1 9/30

桜 田 つ る

10/1 10/1 5/4

吉 野 信

10/1 10/1 9/30

10/1 9/30

田 崎 仁

中 村 不 美

10/1 10/1 10/1 10/1 9/30

5/17 10/1 9/30

磯 部 東 一

横 山 幸

10/1 10/1 10/1 10/1 10/13

10/1 10/1 9/30

石 井 一 郎

秋 山 寛 一

10/14 10/1 10/1 10/1 10/13

伊 藤 恵 子

10/1 10/1 10/1 10/1 10/5

鈴 木 一 郎

10/13 10/1 10/1 10/12

10/14 4/6

織 戸 勝 雄

川 名 ゆ き

10/6 10/1 10/1

齊 藤 定 雄

2/1 10/1 10/1

久 保 嘉 三

10/14 10/1 10/1

金 子 清

10/9 10/1

柴 入 林

石 川 隆 三 郎

稲 葉 美 佐 子

松 元 秀 雄

栗 原 伸 夫

小 泉 俊 雄

白 鳥 純

青 木 克 己

吉 村 博 与

澤 村 洋 子

鈴 木 大 地

星 野 龍

梓 澤 キ ヨ 子

原 田 孝

貞 廣 斎 子

古 本 敬 明

赤 澤 智 津 子

高 橋 浩 之

馬 場 祐 美

教

　

　

育

　

　

長

本田善五郎（助役） 11/1

宮 崎 幸 夫 1/1 8/31

吉 田 長 祥

将 司 正 之 輔

9/1 3/31

4/5 3/31

下 村 弘 毅 5/21 9/15

宮 原 實

吉 村 良 秀
10/1 3/14

杉 田 眞
10/16 10/15

12/2 12/1

小 髙 正 12/19

平 野 久 雄

松 盛 弘

植 松 榮 人

小 熊 隆

10/1
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（           部分は教育長職務代理者の期間を示す※H30年12月27日から）

62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3 4 5 6

令和昭　　　和 平　　成

10/1 10/13

10/1 1/31

10/1 10/13

10/1 10/1 10/8

10/14 10/1 10/1 10/1 10/13

4/1 10/1 10/1 10/1 3/31

10/14 10/1 10/13

10/9 10/1 10/8

10/14 3/31

10/9 10/1 10/1 10/1 10/8

7/1 10/1 10/1 10/1 10/13

10/14 9/30

12/25 10/1 10/1 10/13

4/1 10/1 3/31

4/1 3/31

10/14 10/13

10/9 10/1

4/1 6/1 6/1 12/26

10/14 6/1 3/31

10/14 3/31

10/1

4/1

4/1

4/1

（12/22から教育長） 9/30

10/1 4/18

7/1 12/18

12/27 12/26

12/27

3/31
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３ 教育長及び教育委員会委員（令和６年６月現在）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役 職 氏 名 職 業 等 就 任 年 月 日 保護者である委員 

教 育 長 小 熊    隆 教 育 長 平 成 ３０年 １２月 ２７日  

教 育 長 職 務 

代 理 者 
古 本  敬 明 医 師 平 成 ２６年 １０月  １日 ○ 

委 員 赤  澤  智 津 子 大 学 教 授 平 成 ３０年  ４月  １日  

委 員 高 橋  浩 之 大 学 名 誉 教 授 平 成 ３１年  ４月  １日  

委 員 馬 場  祐 美 会 社 員 令 和  2 年  ４月  １日  

 

 

 

教育長 小 熊  隆 教育長職務代理者 古 本 敬 明 

委員 赤 澤 智津子 委員 高 橋 浩 之 委員 馬 場 祐 美 
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４ 教育委員会会議 

 ⑴ 令和５年度に開催した会議の回数 

区 分 回 数 

定 例 会 １２ 

臨 時 会 １ 

計 １３ 

 ⑵ 令和５年度中に議決又は承認された案件 

内 容 件 数 

○教育行政の運営に関する基本方針を定めること ３ 

○教育委員会の規則及び訓令を制定し、又は改廃すること ９ 

○予算その他議会の議決を要する事件の議案について市長に意見を申し出ること １２ 

○市立学校の教育職員の人事の一般方針を定めること 3 

○県費負担教職員たる校長及び教頭の任免等について内申すること １ 

○６級以上の職員並びに５級の指導主事及び管理主事並びに５級の教育機関の長

並びに市立幼稚園の園長及び教頭並びに市立高等学校の校長及び教頭を任免

すること 

４ 

○附属機関の委員を任命し、又は委嘱すること ６ 

○教育功労者を表彰すること ６ 

○教科用図書を採択すること 3 

○市立高校生徒の募集に関する大綱及び入学者選抜の方法を定めること 1 

○市立幼稚園の園児募集に関する大綱を定めること 1 

○その他 ２ 

計 ５１ 

※ 教育長の臨時代理を含む。 

 

17



５　事務局及び教育機関の組織機構と主な事務分掌（令和６年７月１日現在）

　小熊　隆

事務取扱　早川　誠貴

(16校）

(7校）

学校教育部

学校体育、学校保健及び学校安全。幼児、児童、生徒及び学校職員の健康
等。学校職員の安全衛生管理。通学路及び通園路。運動部活動の地域移
行。学校給食。学校給食センター。青少年センター。

(1校)

青少年センター 荻原　洋（保健体育安全課長兼務）

教育長

寺嶋　耕一学務課

鹿野山少年自然の家

市 立 幼 稚 園

教育総務課

須澤　宏之

(5園）

事務局内の総合調整。部内の総合管理等。総合的な政策の企画及び調整。
教育振興基本計画の策定及び進行管理。教育に関する事務の管理及び執
行状況の点検及び評価等。基幹統計。教育広報。請願及び陳情。教育委員
会会議。秘書事務。職員の任免。職員の給与、服務、研修及び福利厚生。文
書の指導、収発、編さん、保存。公印。法規。教育功労者の表彰。教育予算の
原案作成。学校施設の整備計画の策定。学校施設の建築及び維持管理。教
育施設の用地選定。通学区域審議会。教育長車の運行。経理。教育財産の
管理。契約。物品受け払い。備品管理。学校施設目的外使用の許可。

市立学校の設置、廃止、管理運営。学級編制。児童生徒の就学、転入学等。
通園通学区域。就学援助。育英資金、入学準備金及び入学資金。教育職員
の任免。教育職員の給与、服務、その他人事、福利厚生。教職員団体。市立
高等学校との連絡調整。市立幼稚園の入退園。

石垣　延幸

部長　島本　博幸　    参事  野村　健一(次長事務取扱） 　　副参事　早川　誠貴

学校給食センター

保健体育
安全課

荻原　洋

市 立 小 学 校

市 立 中 学 校

市 立 高 等 学 校
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渡邊　潔

中央公園パークゴルフ場

富士吉田青年の家

富士吉田体育館

総合教育
センター

江住　敏也

生涯学習部

社会教育課

部内の総合管理等に関すること。社会教育・芸術文化等の振興及び青少年
育成についての基本的施策の立案及び推進。生涯学習に係る相談業務。文
化財及び史料の調査、収集、管理、保護及び保存。文化の振興。市史編さ
ん。放課後子供教室・地域学校協働本部に関すること。公民館、図書館、文
化施設、その他社会教育施設及び生涯学習複合施設の整備及び管理に関
すること。青少年センター、富士吉田青年の家、公益財団法人習志野市文化
スポーツ振興財団に関すること。社会教育委員。文化財審議会。青少年問題
協議会。青少年相談員活動。社会教育関係団体、文化関係団体、青少年育
成団体の指導育成。

部長　府馬 一雄　 次長　芹澤 佐知子　 副参事　越川 智子　 副参事　岡野 重吾

生涯学習複合施設

中央公園体育館

教育に関する基礎的かつ実際的な調査・研究。教育関係職員の資質向上の
ための研修。教育関係職員に対する専門的事項の指導助言。教育に関する
資料の収集及び作成。教育相談。特別支援教育に係る相談。青少年相談。
適応指導教室の運営。科学教育の振興。情報教育の振興。ICT利活用の調
査・研究及び推進。施設、設備及び備品の管理。広報。他の教育機関及び教
育研究団体との連絡調整。

指導課 利根川　賢

学校教育の指導方針の立案。学校経営の指導助言。教育職員に対する専門
的事項の指導助言。教育課程の指導助言。学習指導、生徒指導、進路指導。
いじめ防止対策。読書教育の推進及び学校図書館運営。特別支援教育の
推進。人権教育、国際理解教育、環境教育、福祉教育等。副読本その他教材
の取り扱い。修学旅行、校外学習の届出。研究指定校等。教育研究団体への
連絡や育成。学校運営協議会委員の委嘱。ならしの学校音楽祭。

事務取扱　越川　智子

（指定管理）

（指定管理）

（指定管理）

中央公園テニスコート

中央公園

市民ホール （指定管理）

（指定管理）
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袖ケ浦公民館

谷津公民館

新習志野公民館

（指定管理）

（指定管理）

（指定管理）

中央公民館

菊田公民館

実花公民館

竹口　正樹

（指定管理）

伊東　尚志　　（一部指定管理者）

生涯
スポーツ課

忍　貴弘

（指定管理）

中央図書館

東習志野図書館

新習志野図書館

谷津図書館

移動図書館きぼう号

（指定管理）

（指定管理）

（指定管理）

事務取扱　岡野　重吾　　（一部指定管理者）

芝園テニスコート・
フットサル場

（指定管理）

（指定管理）

（指定管理）

（指定管理）

（指定管理）

第一カッターフィールド
（秋津サッカー場）

秋津テニスコート

第一カッター球場
（秋津野球場）

茜浜パークゴルフ場

スポーツ推進に関する計画に関すること。市民スポーツ活動の普及奨励。ス
ポーツ施設(習志野市立富士吉田体育館、習志野市中央公園体育館、習志
野市中央公園テニスコート及び習志野市中央公園パークゴルフ場を除く。)
の整備及び管理。スポーツ推進審議会。スポーツ推進委員、市民スポーツ指
導員、総合型地域スポーツクラブ等スポーツ関係団体に関すること。学校体
育施設の開放。公益財団法人習志野市文化スポーツ振興財団におけるス
ポーツに関すること。

袖ケ浦体育館

東部体育館

袖ケ浦テニスコート

実籾テニスコート

（指定管理）

（指定管理）

（指定管理）
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6 教育費予算

⑴　予算概要

一般会計予算目的別歳出の推移（各年度当初予算） （単位：千円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度

61,500,000 63,120,000 70,570,000 78,070,000

総務費 7,470,090 7,585,725 7,130,966 7,924,604

民生費 26,961,839 28,116,841 30,653,956 32,067,711

衛生費 4,697,123 5,028,526 5,860,852 6,855,150

土木費 4,938,332 4,863,358 5,121,060 5,692,693

公債費 5,210,476 5,470,496 5,647,302 5,697,438

その他 4,556,146 4,046,635 4,279,618 3,983,818

教育費 7,665,994 8,008,419 11,876,246 15,848,586

21,146,467

6,352,929

7,487,639

　　　一般会計予算総額 78,070,000千円、対前年度比10.6％増に対し、
　　教育費予算15,848,586千円、対前年度比33.4％増を計上しております。

　　総額

　　予算科目（款）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

61,500,000 78,070,000 70,570,00063,120,000

その他

総務費

衛生費

公債費

民生費

土木費

教育費

総額

（単位：千円）

4,697,123

7,665,994

4,556,146

4,938,332

5,210,476 

26,961,839

7,924,604

8,008,419

7,470,090

4,863,358

5,470,496

4,046,635

7,585,725

28,116,841

5,028,526

4,279,618

11,876,246 

7,130,966

30,653,956

5,860,852

5,121,060

5,647,302 

5,692,693

5,697,438

3,983,818

15,848,586 

32,067,711

6,855,150 
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⑵　令和6年度教育費予算の内訳（一般会計)

(単位：千円)

前年度対比

当初予算額 構成比（％） 当初予算額 構成比（％） （％）

教　育　費　総　額 11,876,246 100.0 15,848,586 100.0 33.4

⑴ 教 育 総 務 費 923,340 7.8 866,499 5.6 △ 6.2

教 育 委 員 会 費 3,496 0.1 4,389 0.1 25.5

事 務 局 費 535,255 4.5 597,468 3.8 11.6

総 合 教 育 セ ン タ ー 費 384,589 3.2 264,642 1.7 △ 31.2

⑵ 小 学 校 費 3,943,413 33.2 5,008,134 31.5 27.0

学 校 管 理 費 710,657 6.0 524,515 3.3 △ 26.2

教 育 振 興 費 175,997 1.5 244,475 1.5 38.9

学 校 建 設 費 3,056,759 25.7 4,239,144 26.7 38.7

⑶ 中 学 校 費 2,470,155 20.8 5,143,529 32.5 108.2

学 校 管 理 費 340,692 2.9 250,066 1.6 △ 26.6

教 育 振 興 費 94,373 0.8 104,540 0.7 10.8

学 校 建 設 費 2,035,090 17.1 4,788,923 30.2 135.3

⑷ 高 等 学 校 費 771,338 6.4 925,569 5.9 20.0

高 等 学 校 総 務 費 590,299 5.0 592,089 3.7 0.3

高 等 学 校 管 理 費 125,561 1.0 106,764 0.7 △ 15.0

教 育 振 興 費 26,153 0.2 40,695 0.3 55.6

学 校 建 設 費 29,325 0.2 186,021 1.2 534.3

⑸ 幼 稚 園 費 249,365 2.1 195,920 1.2 △ 21.4

幼 稚 園 費 249,365 2.1 195,920 1.2 △ 21.4

⑹ 社 会 教 育 費 1,315,507 11.1 1,383,589 8.7 5.2

社 会 教 育 総 務 費 172,453 1.4 269,069 1.7 56.0

文 化 振 興 費 173,814 1.5 143,178 0.9 △ 17.6

公 民 館 費 256,702 2.2 215,009 1.3 △ 16.2

図 書 館 費 250,346 2.1 251,055 1.6 0.3

青 少 年 費 128,949 1.1 154,898 1.0 20.1

少 年 自 然 の 家 費 72,863 0.6 96,471 0.6 32.4

青 年 の 家 費 46,557 0.4 47,034 0.3 1.0

生 涯 学 習 複 合 施 設 費 213,823 1.8 206,875 1.3 △ 3.2

⑺ 保 健 体 育 費 2,203,128 18.6 2,325,346 14.6 5.5

保 健 体 育 総 務 費 208,912 1.8 210,532 1.3 0.8

社 会 体 育 費 94,318 0.8 32,108 0.2 △ 66.0

体 育 施 設 費 177,820 1.5 208,633 1.3 17.3

学 校 給 食 セ ン タ ー 費 773,663 6.5 764,623 4.8 △ 1.2

単 独 校 給 食 費 948,415 8.0 1,109,450 7.0 17.0

予　　算　　科　　目
（款・項・目）

令和5年度 令和6年度

※構成比の各項の欄は、各目での端数調整により、表中の合計と異なる場合があります。
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7
（単位：千円）

政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

1
① こども保育課

○主体性を育てる計画的で創意工夫のある環境づくりに努めます。
○幼稚園教育要領等を踏まえ、次代の要請に応じた教育・保育を推進し

ます。
② こども保育課

○発達の特性を踏まえ、見通しをもった指導計画の実践・見直し・改善に
取り組みます。

③ こども保育課

○豊かな自然環境の中で幼児がさまざまな事象に興味や関心をもち、
充実感を味わえる教育活動を行います。

④ こども保育課

○絵本の読み聞かせ、図書館との交流、ボランティアによるお話会等を通
して、幼児期における言語環境を整え、豊かな感性や言語表現能力を
育てます。

⑤ 1,004 こども保育課

○職務別研修、保育実践研修、新任者研修、幼保合同特別研修等を計
画的に実施します。

○各園の研究テーマに向けて園内研究や公開研究会を実施し、よりよい
指導方法を学び、指導力の向上を図ります。

○各園の課題を踏まえた研究研修の充実のため指導主事が要請により
訪問します。

○園内研究や研修において、ＩＣＴ活用を推進し学びの充実を図ります。

① こども保育課

○幼児期運動指針を踏まえ、楽しく体を動かす環境づくりや指導法の工
夫に努めます。

○健康な心と体を育てる食育の推進や保護者との連携による基本的生
活習慣の定着に努めます。

② こども保育課

○幼児期にふさわしい道徳性や規範意識の芽生えを培う教育を推進し
ます。

③ こども保育課

○健康な心と体を育てる食育の推進や保護者との連携による基本的生
活習慣の定着に努めます。

① こども保育課

○防災マニュアルの内容の見直しや改善を図り、避難訓練、防災訓練を
計画的に実施します。

② こども保育課

○訓練や日々の生活を通して、危険予知、危険回避が身につくように、幼
児が理解できる安全教育を実施します。

① こども保育課

○特別な支援を要する幼児を含む学級の教育・保育の質的向上を図る
ため、指導主事と臨床心理士による訪問支援を実施します。

② 200 こども保育課

○特別支援教育コーディネーターを中心に幼児の困り感や対応につい
て学び、支援の強化に努めます。

○就学及び特別支援に関する研修や、相談活動の充実と保護者支援に
努めます。

　令和6年度主要施策別重点事業及び予算・担当課

安全教育を推進します。

安全管理を推進します。

(３)幼児の安全・安心を守る教育の推進　(3/45)

政
策
Ⅰ
 

未
来
を
ひ
ら
く
教
育
の
推
進

自分の健康に対する意識をもたせる健康教育の充実を図ります。

　
生
き
る
力
の
基
礎
を
育
む
幼
児
教
育
の
向
上

特別支援教育の更なる充実を図ります。

関係機関との連携と研修体制の充実を図ります。

(４)特別支援教育の推進　(4/45）

(１)社会の変化に対応した幼児教育の推進　(1/45)

主体性を育む教育課程を編成します。

幼児一人ひとりの発達と理解に基づいた教育活動を展開します。

体験を重視した教育活動を行います。

言葉による思いの伝え合いを重視した教育活動を行います。

幼稚園教員の資質向上を目指した研修を推進します。

(２)「健康な心と体」を育てる教育の推進　(2/45)

健康な心と体を育む身体活動を推進します。

自他を思いやり、命を大切にする人権教育の充実を図ります。
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

① こども保育課

○各地域における幼保小の連携の一層の推進に努めます。 指導課

○幼保小相互の教育・保育に生かす研修会の充実に努めます。

○習志野市接続期カリキュラムを活用し、小学校への円滑な接続に向け
て各園・学校が連携して取り組みます。

2

① こども保育課

○幼児の変化や保護者の様子から、虐待の兆候の早期発見に努め、関
係機関と連携を図ります。

○地域のボランティアとの連携により「子育てふれあい広場」や園独自の
施設開放の充実を図り、地域の子育て支援を支えます。

② 135 こども保育課

○長期休業中を含めた預かり保育の実施を継続し、保護者のニーズに
こたえていくとともに、幼児の一日の生活の流れに配慮し、安定した豊
かな時間を過ごせるように環境の工夫に努めます。

① こども保育課

○地域の行事に参加することで地域を知り、地域に根ざした園経営に努
めます。

○家庭、地域に信頼される幼稚園運営に向けて、関係者による評価を教
育・保育の見直し・改善に反映するように努めます。

○ICT等を活用し、教育活動の理解につながる家庭への効果的な配信
に努めます。

3
① 指導課

○児童生徒が自ら学ぶ意欲をもち、達成感や充実感を味わい、自己理
解に努め、自己実現を図れるよう、授業改善を図ります。また、教育活
動の基盤である学級経営において児童生徒理解を重点に行っていき
ます。

○教員と児童生徒や児童生徒同士の共感的人間関係を基盤に、一人一
人が自己存在感を持てる場面や、自己決定する場面のある、生徒指導
の機能を生かした授業を実現します。

○不登校児童生徒一人一人の状態を捉え、共有し、個々の状況に応じた
具体的な指導・支援ができるよう、迅速に組織で対応します。また、一
人一人が自己肯定感や自己有用感を感じることができたり、安心でき
たりする「居場所づくり」を推進し、社会の中で自立して生きていくこと
ができる力や意欲を育みます。

② 24 指導課

○年間生徒指導計画に基づき、教員間の共通認識を深め、具体的な指
導が行われるよう生徒指導体制の充実を図ります。

3,818 総合教育センター


○生徒指導に関する校内研修の充実を図ることや、生徒指導巡回指導
員が学校を訪問して教員への指導・助言を行うことなどを通して、教員
の指導力向上に努めます。

○登校しぶり、不登校児童生徒について、来所相談、電話相談、訪問相
談、適応指導教室を通して本人・保護者の気持ちに寄り添い支援に努
めます。

○適応指導教室における多様な学習機会を確保するために、学生ボラン
ティアを配置します。
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生徒指導の機能を生かした「わかる・できる授業」を推進します。

計画的・組織的な対応ができる生徒指導体制の充実を図ります。

家庭・地域での子育て支援を推進します。

(１)いじめ・不登校の未然防止、解消に向けた取り組みの進展 　(8/45)

(２)家庭・地域との連携の強化　(7/45)

預かり保育の内容の充実を図ります。

地域に根ざした園づくりを推進します。

(５)幼児教育と小学校教育の円滑な接続に向けた取組みの推進(5/45)

幼児教育と小学校教育の円滑な接続に努めます。

(１)多様なニーズに対応した子育て支援の推進　(6/45)
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

○適応指導教室「フレンドあいあい」等を利用した取り組みを通して、学
校に登校が難しい児童生徒の居場所づくりの充実を目指します。

○保護者の了承のもと、学校と連携して不登校児童生徒への対応に取り組
みます。

○学校・家庭・地域の連携を進めるとともに、学校及び指導課・総合教育
センター・子育て支援課等の連携の充実を図ります。

◎学びの多様化学校の設置に向けて、検討委員会を開催します。

③ 1,031 指導課
○年間3回の習志野市いじめアンケートを実施し、いじめを早期発見する

とともに、校内いじめ対策委員会において組織的に早期対応すること
を徹底します。

3,328 総合教育センター

　　学務課

○いじめ問題対策連絡協議会を開催し、市立小・中・高等学校の児童生
徒のいじめ防止等に関係する団体の連携を図り、いじめの未然防止策
や解決策等について協議し、その成果を学校に還元します。

○いじめ問題に適切に対応するために、法的対応に関する相談体制を
整えます。子どもの人権やいじめ問題等に識見を有する弁護士による
教職員研修や児童生徒向け出張授業を実施します。

○いじめ防止に向けて、児童生徒間の信頼関係を築けるよう、児童生徒
が中心となって行ういじめを防止する活動を推進し、各校での実践を
共有し、自校での実践に生かしていく取り組みを進めます。

○心の安全・安心の確保を考え、心のアンケートの実施結果による、教育
相談を学期に1回、年3回以上実施します。また、日頃からの児童生徒
の様子を注視し、躊躇なく相談ができる体制を作ります。また、生徒指
導巡回相談員の訪問指導及び指導主事による毎学期末の学校訪問
を通じて、生徒指導上の課題協議を実施します。

○児童生徒、保護者、教職員等がいじめに関して安心して相談できるよ
う、各学校と総合教育センターが連携し、いじめの早期発見、早期対応
ができる、充実した相談体制をつくります。また、いじめメール相談で
は、タブレット端末を用いた匿名いじめメール相談WEBアプリ「習志野
子どもホッとライン」による相談を行い、より相談しやすい環境づくりを
進めます。

① 2,964 指導課

○学校全体として特別支援教育についての理解や認識が深まり、支援を
必要とする児童生徒に対して、合理的配慮の提供や学習環境等のユ
ニバーサルデザイン化、教育的ニーズに応じた指導・支援体制が充実
するよう、校内教育支援委員会と関係機関との連携・協力を推進しま
す。

総合教育センター

○発達や障害に関する相談や、特別な支援を受けるための就学相談等
を丁寧に行い、適切な支援や適正な就学のために、専門的な知識等
をもって相談に取り組んでいきます。

○特別な支援を必要とする幼児児童生徒の就学や支援に関して、学校
や保護者へ専門的な助言を行えるよう、教育支援委員会の開催回数
を増やすなど、機能の充実を図ります。

◎児童生徒一人一人の障害や特性に応じた切れ目のない支援を行うた
め、特別支援学級や通級指導教室など、連続性のある多様な学びの
場の充実を目指し、環境の整備について検討を進めます。

② 指導課
○校内支援体制の整備や、特別支援教育コーディネーターを中心とする

効果的な組織の運用を促進します。

3,328 総合教育センター

○就学に関する手続きは指導課、就学相談に関しては総合教育センター
で行い、保護者や学校に対して情報提供や指導の充実を図ります。

就学に係る校内教育支援委員会等の機能の充実を図ります。
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習志野市いじめ防止基本方針に基づく施策を展開します。

（２）特別支援教育の一層の充実に向けた取り組みの進展　(9/45)

特別支援教育の充実を図ります。
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

③ 3,098 指導課

○学校訪問や学校との相談の機会を拡充し、学校との情報共有と連携
強化に努めます。

○「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」の作成状況を把握し、
効果的かつ実効性のある計画の活用を確実に進めるとともに、それぞ
れの計画の機能を生かして、保護者や関係機関（子育てや福祉関係
の部署）との連携を深め、児童生徒一人一人のニーズを踏まえた指
導・支援の充実を図ります。

○デジタル教科書を配備することで、児童生徒の興味・関心・意欲を高
め、デジタルの良さを効果的に活用しながら個別最適な学びの支援を
充実させていきます。

④ 158 指導課

○すべての教員が特別支援教育に対する専門的な知識を高め、適切な
指導・支援が行えるようになることを目指し研修会の充実を図ります。

207 総合教育センター

○交流及び共同学習は、社会性を養い、豊かな人間性を育んだり、教科
等のねらいの達成を目的としたりしながら、多様性を尊重する機会と
なっています。共生社会の形成に向けて、個別の指導計画を活用し、目
的・意図を明確にした交流及び共同学習の取り組みを推進します。

⑤ 700 指導課

○教育現場の支援を要する状況に応じて、適切な配置を行うとともに、支
援員の資質向上と教職員と支援員との連携強化に向けて、研修会の
内容等の工夫に努めます。

① 1,458 総合教育センター

○教職員の資質向上に向け、教職経験や職務に応じた研修内容の充実
を図ります。

学務課

○教職員自らが、自主的に取り組む子どもの生きる力を育むための研修
体制づくりを進めます。

○若年層教職員に対しては、教職経験５年を経るまでに、教科指導や学
級づくりの基礎基本を身に付けられるようにし、教職員としての指導力
の向上を図ります。

○教職未経験の臨時的任用講師に対して、学習指導や生徒指導に関す
る指導力向上を図ります。

② 88,493 指導課

○デジタル教科書・教材による授業力の向上と学力向上のための学習
方法について支援します。

62,205 総合教育センター

○各教科ごとに具体的なタブレット端末の活用実践を共有し、広めます。

○児童生徒のニーズに対応して教育相談や特別支援教育、情報活用能
力の育成など、学校現場のさまざまな課題に対応できる教職員の指
導力向上を推進します。

4
① 1,870 指導課

○自分の考えを自身の言葉で伝える資質・能力の育成を図るために、授
業の振り返り等で自分の考えを書く時間を確保したり、話し合い等で
互いの意見を伝え合う活動を意図的・計画的に取り入れたりするよう
努めます。

311,822 総合教育センター

○児童生徒の実態を的確に把握し、少人数指導やティーム・ティーチング
による指導などを工夫して、児童生徒の個に応じた指導を推進します。
また、配慮を必要とする児童生徒への適切な支援の推進に努めます。

○日本語指導教室での日本語指導や、言語・文化指導者を派遣して、日
本語を母語としない児童生徒の困り感に応じて言語及び学校生活へ
の適応を援助することで、個に応じた指導の充実に努めます。

発達障害などに対する支援を推進します。
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特別支援教育の理解啓発のための研修の充実を図ります。

支援員の適切な配置に努めます。

個に応じた指導の充実を図ります。

（３）教職員の資質・指導力の向上に向けた取り組みの進展　(10/45)

教職経験に応じた研修や職務に応じた研修の充実を図ります。

教職現場の課題やニーズに対応した実践的な研修を推進します。

（１）確かな学力を保障する教育の推進　(11/45)
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

○教員が、意図的にICT機器を活用し、わかる授業を実施できるよう、
ICT学習指導員及びICT支援員による支援の充実を図ります。

○１人１台のタブレット端末やデジタル教科書を効果的に活用して、児童
生徒の個に応じた学習を推進します。AI型デジタルドリルを活用し、個
別最適な学びを推進します。

② 指導課

○児童生徒の「わかる・できる」までの過程を重視し、児童生徒のよさや
可能性、進歩の状況を積極的に評価するように努めるとともに、評価の
結果に即して指導内容や指導方法を適切に改善するなどして、指導と
評価の一体化を図り、児童生徒一人一人にきめ細かく対応できるよう
にしていきます。

○文部科学省で取り組み始めている「教員育成指標等の策定のための
モデル事業」等を参考にし、教員の授業力の評価方法の改善に努め
ます。

③ 指導課

○習志野市学力向上推進委員会において、全国学力・学習状況調査の
結果分析を通して、本市児童生徒の学力の傾向や変容を把握します。
その上で、明らかになった課題について「ならしの学力向上プラン」と
してまとめ、指導方法の改善策を教務主任研修や教科会議等を活用
して市内各小・中学校に周知するとともに、学校訪問で指導主事が指
導します。

総合教育センター

④ 222,848 総合教育センター

○感染症や自然災害等により通常の登校ができない時には、学習機会
の確保の1つとして1人1台タブレット端末を活用し、学校がオンライン
で家庭とつながることができるよう支援します。

① 43,121 指導課

○「鹿野山セカンドスクール」や「富士吉田自然体験学習」などの宿泊
体験活動内容の工夫を図り、友達と協力する喜びや、やり遂げる喜び
など、感動あふれる体験活動を支援します。

700
752

35,630

こども保育課

総合教育センタ-

鹿野山少年自然の家

○小学校４・５・６年生において、宿泊自然体験学習を実施します。実施に
際しては、宿泊時の宿舎での安全指導の徹底と感染症対策の充実を
図ります。

○児童生徒の豊かな体験を実現するために、富士吉田青年の家と連携
した宿泊自然体験学習の可能性を検討していきます。

○宿泊自然体験学習実施内容の充実、施設運営の効率化の観点から、
民間の活力を導入した施設業務委託の可能性を検討します。

○教職員を対象とした幼稚園・保育所（園）・こども園・小学校・中学校
連携研修の成果を活用して、児童と就学前児との交流学習を更に充
実させます。

○中学校家庭科による保育体験学習など、異年齢との交流を通じた学
習の充実に努め、思いやりの心や人間関係を築く力の基礎を培いま
す。

○わくわく学びランドは、市内にある高等学校や大学等と連携した科学
教室、退職校長会の協力による学習教室等を実施するなど、児童生徒
の学びに対する興味関心を高める工夫をします。また、夏休み後半に
実施していた学習教室を参加者のニーズに合わせ、開催時期、対象者
について工夫して実施します。
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指導と評価の一体化を図ります。

児童生徒の学力の分析と指導方法の改善を図ります。

緊急時における学びの保障を図ります。

（２）豊かな心を育む教育の一層の推進　(12/45)

豊かな体験活動の充実を図ります。
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

② 指導課

○道徳教育推進教師の役割を明確にし、学校の教育活動全体で進める
道徳教育の一層の充実に努めます。

○千葉県教育委員会作成の「映像教材」等の活用を促進し、道徳科の
年間指導計画の充実を図るともに、研修等を通じて、道徳科に関する
教員の指導力向上を図ります。

○学校、家庭、地域が連携した、あいさつ運動やごみゼロ活動など、学
校、家庭、地域との協働活動を通じた児童生徒の道徳性の涵養を図り
ます。

③ 指導課

○千葉県教育委員会作成の資料「大切な自分　大切なあなた」を学校
に周知し、自分の人権を守り、他者の人権を守ろうとする意識・意欲・
態度を育みます。

○教職員の人権意識を高めるとともに、人権教育に関する指導力の向
上に向けて、千葉県教育委員会研修事業等を活用し、推進役となる
リーダー層の育成を図ります。

○インクルーシブ教育やLGBT等の性的マイノリティーに関する教育な
ど、日々の学校生活における喫緊の課題について、組織的な対応を進
めます。

○教育相談やSOSの出し方教育の充実を図り、よりよく社会と関わる資
質・能力や実行力を養います。

④ 14,758 指導課

○総合教育展、読書感想文コンクール、英語発表会、席書会、芸術鑑賞
教室などの開催や『文集ならしの』の発行（デジタル化も検討）等の
習志野市文化連盟事業や芸術鑑賞教育をとおして、幼児児童生徒の
豊かな情操を育てます。

○「音楽のまち習志野」ならではの芸術・情操教育を推進していきます。
習志野文化ホール休館後も、他市のホールを活用した各学校の合唱
コンクールや部活動行事への支援及び小中学校音楽会、ならしの学
校音楽祭の開催などをとおして、芸術振興・情操教育の充実を図りま
す。

◎休日の部活動において、文化部活動の地域移行を推進し、生徒にとっ
て望ましい文化芸術環境の構築と本市の特色を生かした活動に努
め、豊かな情操を育てます。

① 保健体育安全課

○保健主事・養護教諭が中心となり、健康教育を計画的に推進します。

○各中学校区にて小中合同学校保健委員会を開催し、健康課題を協議
することにより、健康意識の向上を図ります。

○家庭・地域と連携し、よりよい生活習慣の確立に努めます。

② 1,483 保健体育安全課

○児童生徒の体力や運動能力の向上を目指して、体力・運動能力、運動
習慣等調査の結果を活用し、体育・保健体育の授業改善を進めるとと
もに、学校行事、業間体育や、運動部活動等を活用し、身体を動かす
機会や、遊・友スポーツランキングちばに積極的に取り組み充実を図り
ます。

3,750 指導課
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学校、家庭、地域と連携した道徳教育の充実を図ります。

学校人権教育の充実を図ります。

豊かな情操を育てる芸術文化活動の推進を図ります。

（３）健やかな体を育む教育の推進　(13/45)

学校と家庭・地域が連携した健康教育を推進します。

体力・運動能力の向上を図ります。
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

○体育に関する教員の指導力の向上に向けて、教員の課題やニーズを
把握し、体力・技能向上に効果的な研修内容を工夫するとともに、保
健体育科の授業を相互に参観する機会を設けるなど、授業改善を図
る取り組みの充実に努めます。

○持続可能な運動部活動に向けて、部活動ガイドラインに基づいて、合
理的でかつ効率的・効果的な活動を推進するとともに、部活動支援事
業を引き続き推進するなどして、自主的・自発的活動の更なる活性化
に努めます。

○休日の部活動において、運動部活動の地域移行を推進し、生徒にとっ
て望ましいスポーツ環境の構築と本市が築いてきた部活動の良さを生
かした活動に努めます。

③ 76,941 保健体育安全課

○各種検査や健康診断・ストレスチェックの実施により、児童生徒・教職
員の健康状態を把握し、健康の保持増進を図ります。

① 33,412 保健体育安全課

○栄養教諭や栄養職員による食育を実施します。 3,792 学校給食センター

○朝食の喫食率の向上をめざし、保護者や地域と連携した食育を進め
ていきます。

② 516,749 保健体育安全課

○学校給食に地元農家の野菜を積極的に取り入れるなど、地産地消に
努めます。

325,835 学校給食センター

③ 811,576 保健体育安全課

○「習志野市学校給食食物アレルギー対応基本方針」に基づき、アレル
ギー対応を実施します。

727,558

○学校給食における危機管理マニュアルを遵守した衛生管理の徹底を
図ります。

④ 68,273 保健体育安全課

◎「習志野市第3子以降学校給食費補助金交付要綱」に基づき、第3子
以降の学校給食費を無償化します。

① 7,121 指導課

○各学校による独自の研究において、確かな教育に関する研究を行った
り、市指定校の研究において特定の課題を追究し、その解明のための
研究をしたりすることを支援し、推進していきます。

○各学校がそれぞれの特性や地域の実態に応じた創意工夫ある取り組
みを発揮し、特色ある学校づくりを行えるよう、学校職員の資質向上を
図り、教育効果を高めるために指導主事等が学校を訪問し、教育課程
や教科研究について指導、助言を行います。

○各学校が取り組む研究を広く公開し、小・中学校の研究成果を市内全
体で共有していくことで授業力の向上に努めます。

○日本語を母語としない児童生徒がより充実した学校生活を送ることが
できるように、日本語指導教室での指導を継続して実施していきます。
また、日本語指導教室を核として、在籍校の担任、言語・文化指導者と
も連携し、これまで以上に体系的な日本語指導と支援体制の充実を
図ります。

② 指導課

○各学校の地域の特色を生かして、その地域にある素材を教材化して授
業を構成したり、地域・家庭の優れた人材を授業で活用したりして、児
童生徒の学びを豊かなものにし、地域の風がいきかうあたたかい学び
を創造する中で、人間関係形成能力を育みます。
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特色ある学校づくりを推進します。

第３子以降の児童生徒の学校給食費を無償化することで、多子世帯の
経済的負担軽減を図ります。

地域の教育環境を生かした教材の開発を進めます。

児童生徒・教職員の健康管理を進めます。

（４）食育の充実と安全・安心な学校給食の実施　(14/45)

食育の充実を図ります。

地産地消を推進します。

安全な給食の提供を進めます。

（５）特色ある学校づくりの進展　(15/45)

学校給食センター
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

① 89,191 指導課

○児童生徒が自ら課題を持ち、学び合いの中で自分の考えを広げたり
深めたりすることができるよう、日常生活や社会生活の中に題材を求
めて興味関心を高めたり、多様な場面や形態での話し合い活動を取り
入れたりして授業改善を図ります。

311,822 総合教育センター

○１人１台のタブレット端末を活用する等、個に応じた学びの推進を図る
ことで、児童生徒の基礎・基本の定着を図ることを目指します。

○デジタル教科書の積極的な活用を推進し、児童生徒の理解を深める
ように努めます。

○カリキュラム・マネジメントと関連付けた授業形態や指導方法を工夫
し、情報活用能力の育成を図る単元・題材を設定するよう努めます。

② 26,702 指導課

○「習志野市子どもの読書活動推進計画（2019～2025）」に基づき、
実践を進めます。また、学校図書館の利活用促進と整備を図り「優秀
図書館」「いつでも利用できる図書館」を目指すとともに、市立図書館
との連携を図ります。

◎学校における学校電子図書館の活用を推進します。朝読書に加え、授
業の中で電子図書館の本を活用した読書や調べ学習を取り入れた
り、家庭学習にも活用したりすることで、児童生徒がデジタルで長い文
章を読む能力の育成を目指します。

① 指導課

○生涯学習の基礎として、また、将来に向けた人生設計へと発展していく
ために、児童生徒一人一人が自分の能力・適性や可能性を把握し、主
体的に進路を自己選択できる資質・能力の育成を図ります。

② 指導課

○大きく変化していく社会を児童生徒が逞しく生きていく力を育むために
必要な、人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、課
題対応能力、キャリアプランニング能力を、学校の教育活動全体を通
して身に付けさせます。

③ 71,749 指導課

○外国語及び外国語活動において、コミュニケーションの素地及び基礎
を養うなど、社会の変化に柔軟に対応できる力を培うために、英語指
導助手の活用や小中連携、指導法の研修等を充実させます。

○総合的な学習の時間や外国語、外国語活動等の時間を通して、諸外
国の生活様式や文化に対する理解を深める学習の充実を図ります。

○ICTを活用しての国際交流の推進について、検討を進めていきます。

④ 指導課

○本市の「核兵器廃絶平和都市宣言」に基づき、習志野市原爆被害者
の会と連携した「被爆体験講話」の実施やDVDの視聴等により、児童
生徒の平和意識を高めます。

○指導主事による教科指導や研修を行い、総合的な学習の時間を核と
しながら、各教科等横断的にSDGｓに対する児童生徒の知識・理解を
深めるとともに、持続可能な社会の創り手を育成します。
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（１）学びに向かう力、人間性を発揮させる教育の展開 　(16/45)

（２）国際社会を生きる資質・能力を培う教育の展開　(17/45)

個に応じた進路指導の充実を図ります。

キャリア教育の基礎的・汎用的能力の育成を図ります。

外国語教育・国際理解教育の充実を図ります。

平和教育・環境教育の充実を図ります。

「主体的・対話的で深い学び」の実現を図ります。

読書教育の充実を図ります。
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

① 698 指導課

○ICT活用推進プロジェクトにおいて、学習指導の一層の充実、学校と
家庭との連携強化、臨時休業時や欠席の児童生徒における学習保障
（オンライン授業）のためのICT機器の活用を推進します。

311,822 総合教育センター

② 311,822 総合教育センター

○全小・中学校でより効果的なＩＣＴ機器の活用が図れるよう、指導主事
及びICT学習指導員が活用事例を示して指導するとともに、ICT支援
員によるさらなる支援の充実を図り、教員の授業力向上に努めます。

○各小・中学校のICT活用を推進するリーダーとなるようICTマイスター
を育成し、各校においてICTマイスターが中心となったOJTによる研修
の充実を図ります。

③ 66,605 総合教育センター

○各教科ごとに、ICTマイスター等を講師とした実践的な研修を実施し、
教員のICT機器を活用した指導力の向上を図ります。

◎ICT活用の基本的な内容を中心とした基礎研修を実施します。複数の
講師を配置し、少人数で学ぶ場を設定することで、教員の不安感・苦
手意識を軽減し、指導力向上を図ります。

① 保健体育安全課

○各学校にて危機管理マニュアルを見直し、教職員の役割分担を明確
化します。安全教育の充実の観点から、その取り組み評価をＰＤＣＡサ
イクルの視点で改善を図ります。

教育総務課

○学校や通学路等で発生した事故の状況をデータベース化して分析し、
安全対策を進めるとともに、関係機関との連携を図ります。

○地域と連携した実効性のある防災訓練を実施します。

○通学路安全対策協議会を設置し、学校、街路整備課・防犯安全課、習
志野警察、教育委員会が連携し、通学路の点検及び定期的な学校施
設の安全点検と安全教育を行います。

② 保健体育安全課

○児童生徒等が災害時に自らの命を守るために主体的に行動できるよ
うに教育活動全体を通して、生活安全、交通安全、災害安全の指導に
努めます。

○各学校における学校安全計画の内容を確認し、取組の検証を行いま
す。安全に対する職員の研修を学校安全計画に位置付け、安全教育
を通して、児童生徒の危険予測能力・危険回避能力の育成を図るとと
もに、保護者や地域と連携して、安全対策を推進します。

◎習志野警察、街路整備課、防犯安全課と連携し、児童生徒に対する自
転車の乗り方や交通ルールについての啓発及び指導のための資料を
整理し、学校での活用を推進します。

① 159,281 習志野高校
○教員の外部教科研修を実施し、生徒個々に応じた学力向上に資する

指導力アップに努めます。
○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に取り組み、

学びの質の向上を目指します。
○生徒一人一人の希望した進路の実現や、キャリア教育の一環として、

進路ガイダンスの充実に取り組みます。
○部活動を通して、努力することの大切さ、困難に立ち向かう精神力、相

手を思いやる豊かな心を身に付けられるよう取り組みます。
◎個別最適な学びの実現に向け、個別、協働、一斉の学習形態でのICT

の効果的な利活用に取り組みます。

(１)多様な高校教育の一層の充実　(20/45)

充実した学校生活を送るための取り組みを推進します。

１人１台タブレット端末の効果的な活用を図ります。

学校のデジタル化における1人1台タブレット端末の活用の充実を図りま
す。

１人１台タブレット端末を活用した指導力向上のための研修等の充実を
図ります。

（４）安全・安心を確保し、防災・減災の力を培う教育の展開　(19/45)

（３）１人１台タブレット端末の利活用による高水準な教育の展開　(18/45)

安全管理を徹底します。

安全教育を推進します。
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

② 55,663 習志野高校

○文武両道を推進し、学力の向上と部活動の活性化を図り、次世代を担
う優秀な人材の育成に努めます。

○語学研修や国際交流事業に積極的に参加できる体制づくりを目指し
ます。

○より専門性の高い学習に取り組めるよう、地域の大学や研究機関と連
携し、授業や実験を行います。

○スクールカウンセラーとの連携を図り、生徒や保護者が安全で安心な
学校生活が送れるよう、教育相談体制を充実させ、いじめ問題等の未
然防止と早期発見に取り組みます。

◎学校説明会やホームページ等において、学校紹介ビデオをオンデマン
ドで配信し幅広く広報に努めます。更に、新たに学校紹介パンフレット
を作成し、本校の教育活動をより具体的にＰＲすることで「選ばれる学
校」を目指します。

○キャリア教育の一環として、授業や部活動において、市立小・中学校と
連携し、教職を経験する事業を実施します。

① 80 習志野高校

○ミニ集会・学校運営協議会を通じて、地域から信頼される開かれた学
校づくりを目指します。

○授業公開を積極的に実施し、多くの地域、保護者の評価や意見を参考
にした学校運営を目指します。

○学校行事や保護者向け進路講演会などを実施し、積極的に情報発信
を行います。

② 習志野高校
○地域貢献や、学習、部活動を通じた小・中学校との交流を積極的に行

い、地域から愛される学校、生徒を目指すとともに、生徒自身のキャリ
ア教育にも生かします。

○教職員の異校種交流を進め、相互理解を深めます。

○外部団体との連携を図るとともに、地域人材を活用した学校の活性化
を図ります。

① 152,307

○乳幼児から高齢者まで幅広い世代の目的や志向、ライフステージに対
応した魅力ある公民館講座を企画し、実施します。また、子どもたちの
作品展示、親子講座、青年講座等を積極的に実施し、来館者の増加を
図ります。

○多様な学習課題に対応した講座としてSDGｓの視点で、安全・安心の
ための地域防災、生涯にわたる健康づくり、地域の「伝統・文化」を継
承する講座を実施するとともに、大学や企業、地縁組織との連携による
講座を実施します。

○公民館の学習情報をホームページや広報習志野に掲載して利用者に
つながる情報発信を図ります。

② 29,687 図書館

○市民のニーズに基づいた資料整備と市民の学習に役立つ情報を幅広
く提供するための多様な情報源の整備と周知に取り組みます。

○市民が図書館に来館しなくても読書活動が行えるよう、インターネット
を通じた電子書籍の貸出事業に取り組みます。

③ 206,875 社会教育課

○活動・交流の場である公民館と知識・情報の入手の場である図書館
が連携した事業を実施し、市民の活動の場と幅を拡大させます。

2,063 公民館・図書館

④ 1,074 社会教育課
○市民の自発的な学習活動を支援するため、習志野市民カレッジの充

実を図ります。

地域との連携と交流を推進します。

魅力ある学校づくりへの取り組みを推進します。

（２）地域や社会に開かれた高校づくりの推進　(21/45)

地域に開かれた学校づくりを推進します。

図書館資料の充実を図ります。

公民館と図書館が連携した事業を実施します。

習志野市民カレッジの充実を図ります。

（１）学習機会の充実　(22/45)

公民館講座の充実を図ります。 公民館

6
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

⑤ 社会教育課
○「子どもの読書活動推進計画」に基づき、本市のすべての子どもが、あ

らゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことがで
きるよう、社会の変化に対応した読書環境を整備します。また、児童や
保護者への効果的な情報発信、学校と市立図書館の連携、市立図書
館の事業の積極的な案内等を実施し、子どもの読書活動を推進しま
す。具体的な取り組みとして、家読（うちどく）の啓発、「家読に役立つ
絵本の選び方講座」の開催、「ナラシド♪ライブラリー」の読み放題
パックに掲載されているシリーズ物の続巻を市立図書館で借りること
ができることの広報、ジュニア司書の拡充等を実施します。

図書館
指導課
学校等

○子どもと中高生向けのフロアを備えた中央図書館の機能を活かし、小
学校新入生に図書館の利用登録の案内をするなど、学校・保育所・児
童会等と連携しながら事業を推進します。

① 社会教育課

○地域で自主的に活動する機会の充実や多様な学習機会の提供と情
報提供の推進を図るとともに、学習成果を発表する場の提供に取り組
みます。

150,244 公民館・図書館

② 207,949 社会教育課

○市民カレッジ卒業生を中心に、地域活動を推進する人材（コーディネー
ター）の育成に取り組みます。
また、サークルや団体等が学習・芸術・文化等の活動を自ら進んで行
うことができるよう、サークルや人材の育成に取り組みます。

2,063 公民館

○生涯学習の拠点であるプラッツ習志野において、各施設が連携した新
たなイベント、活動を実施し、フューチャーセンターを中心に市民の新た
な出会いや交流の促進、にぎわいを創出します。

社会教育課

○社会教育主事有資格者や社会教育主事など、社会教育を推進する上
で必要な専門職員の確保に努めるとともに、社会教育に関する専門的
な知識を得るための研修会に積極的に参加します。また、指定管理者
制度を導入している公民館については、社会教育主事有資格者を配
置します。

150,244 公民館

社会教育課

○専門的な知識を得るため、各種研修会に積極的に参加するとともに、
専門職員が相互に教えあい、学びあうことで、職員の資質向上を図り
ます。また、指定管理者制度を導入している公民館については、社会教
育主事有資格者の配置により、日常業務の中で専門性を生かした職
員の指導を行います。

150,244 公民館

① 206,875 社会教育課
○市民の自主的な活動をより活発に展開できるよう、また、社会教育団

体や周辺地域の町会・自治会等が継続的に活動することができるよ
う、公民館を活動場所として提供します。

105,244 公民館

○全公民館において、施設内の諸室でサークル等が活動する際に利用
できるよう、持ち運びが可能なポケット型Wi-Fiの貸し出しを実施しま
す。

② 175,568 図書館

○市民が自らの力で課題解決できるよう、図書資料の整備やＬＩＮＥ等に
よる情報提供に努めます。

②指導者の養成に努めます。

（２）学習成果の活用　(23/45)

地域における人材（コーディネーター）の育成を図ります。

（３）社会教育指導者の確保と養成　(24/45)

図書館機能の充実を図ります。

①指導者の確保に努めます。

学習成果を生かす場の提供を図ります。

（４）自主自立課題解決型社会の推進　(25/45)

自主活動（サークル活動等）の場の提供を図ります。

子どもの読書活動を推進します。政
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

8
① 95,493 社会教育課

○「習志野市文化振興計画」に基づき、関係する部署と連携を図りなが
ら文化芸術事業を推進します。

○文化事業に関するホームページの充実と情報の一元化を図り、分かり
やすく、情報を入手しやすいよう引き続き整備します。

○習志野文化ホールの休館（令和５年度）にあたり、本市の文化芸術の
振興において、従来の文化ホールを中心とした取り組みから前向きな
一歩を踏み出し、（公財）習志野市文化スポーツ振興財団及び習志野
市芸術文化協会と相互に連携・補完しあいながらアウトリーチ事業の
展開や文化芸術団体への活動支援等、新たなアプローチによる充実
を図ります。

② 5,663 社会教育課
○公民館等において、地域の歴史や文化の学習、体験等を目的とした講

座や行事の開催、地域の特色を活かしたコンサート等を開催するな
ど、市民の芸術・文化活動の発表の場と芸術・文化を身近に親しめる
機会の充実を図ります。

公民館

③ 184,570 社会教育課

○本市の芸術・文化の振興と推進を担う「公益財団法人習志野市文化
スポーツ振興財団」が取り組む習志野市文化スポーツ文化事業を支
援します。

9
① 95,493 社会教育課

○指定文化財の維持管理、資料収集・資料調査等、文化財の保存に取
り組みます。

○現状の習志野市史における追加すべき史実や見直し等を行い、市の
歴史をわかりやすく、読みやすく解説した「新版 習志野 －その今と昔」
の”令和版”の編さんに取り組みます。

② 2,051 社会教育課
○事業者及び関係機関との調整・協議を綿密に行い、引き続き、埋蔵文

化財の保護に努めます。

① 32,351 社会教育課

○旧大沢家住宅・旧鴇田家住宅の利用を推進するため、旧大沢家住宅
の改修工事等施設の整備や主催行事の充実を図ります。

② 184,570 社会教育課
○埋蔵文化財調査室を中心に、文化財の展示の充実を図ります。また、

史跡説明板の補修に取り組みます。

10

① 社会教育課
○青少年の健全育成に寄与する団体同士の連携がスムーズに展開でき

るよう、定期的な意見交換等の場を提供します。
② 3,776 社会教育課

○各青少年健全育成団体の活動の支援及び協力体制の強化を図りま
す。

① 3,196 青少年センター

○青少年補導委員連絡協議会や中学校区青少年健全育成連絡協議会
と協力し、見守り活動や補導活動を行います。また、「少年の日のポス
ター展」「青少年健全育成標語展」や小学生対象の体験学習など、青
少年が社会の一員であることの意識の向上と体験的な学習を通して
青少年の育成を目指します。

○青少年の健全育成を目指す関連する他課との連携を深め、ボランティ
ア活動や体験的な学習、相談活動の充実を図ります。

青少年育成団体連絡協議会の協力体制を推進します。

情報の共有を促進し、関連機関との連携により、青少年の健全育成を推
進します。

（１）文化財の保存　(27/45)

文化財の収集・保存の充実を図ります。

開発に伴う埋蔵文化財調査の充実を図ります。

（２）文化財の活用　(28/45)

旧大沢家住宅・旧鴇田家住宅の活用の充実を図ります。

文化財の展示・普及を推進します。

（１）芸術・文化活動の振興　(26/45)

文化振興計画に基づいた事業の推進を図ります。

市民参加行事の充実を図ります。

質の高い芸術・文化の鑑賞機会の提供を図ります。

（１）青少年育成団体の活動支援　(29/45)

各団体の自主事業に対する支援体制の強化を図ります。

（２）家庭や地域の青少年教育力の向上　(30/45)
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

10 ② 3,196 青少年センター

○青少年のネット被害防止に向けた実態調査や関係団体からの情報収
集を行い、学校との情報共有を図るとともに、県青少年インターネット
適正利用啓発講演の講師派遣要請に加え、青少年センター職員派遣
による適正利用啓発学習会の充実を図ります。また、県の県民生活課
が実施するネットパトロールとの連携を、引き続き行います。

① 社会教育課

○青少年の社会性と環境理解の育成に重点を置き、市民を対象とした
主催事業では、富士山を教材に当施設の特性を効果的に提供する5
事業を実施します。

15,963 富士吉田青年の家

① 140,292 社会教育課

◎就学児童を対象に放課後等の安全・安心な子どもの居場所づくりとし
て、鷺沼小学校に「放課後子供教室」を開設します。

② 144,882 社会教育課

○「放課後子供教室」において、学習やスポーツ、芸術文化活動、地域住
民との交流等の機会を提供し、心豊かで健やかに育まれる環境づくり
に取り組みます。

11

① 23,546 生涯スポーツ課

○働き盛り・子育て世代がスポーツに取り組めるよう「親子参加」の機会
拡充を図ります。

○ニュースポーツの周知・普及を推進し、誰でも気軽に取り組むことがで
きる環境づくりに努めます。

○自宅等でも運動が続けられるよう、オンライン等のスポーツ教室に取り
組みます。

② 2,502 生涯スポーツ課

○トップチーム、トップアスリートの試合を誘致し、市民が身近に観戦でき
る機会を提供します。

③ 89,670 社会教育課

○スポーツ活動やコミュニティ活動の充実を図るため、スポーツ推進委
員や市民スポーツ指導員、総合型地域スポーツクラブ等のスポーツ推
進団体の活動を支援します。

203,732 生涯スポーツ課

○市民にスポーツを身近に感じてもらえるよう、スポーツイベント等の広
報活動の充実を目指します。

12

① 152,307 公民館

○乳幼児から中学生までの子どもの発達段階に応じた家庭教育につい
て、具体的に学べる講座を開催するとともに、ＰＴＡ家庭教育学級や幼
児家庭教育学級等では魅力ある講座内容や保護者が参加しやすい
開催方法等を検討します。

① 3,818 総合教育センター

○子どもに関する多様な相談、家庭や学校の困り感に耳を傾け、それぞ
れに合った教育相談を進めていきます。外部とのつながりが必要な児
童生徒には、適応指導教室「フレンドあいあい」や訪問相談などにつな
げていきます。

（１）生涯にわたって親しむスポーツ活動の推進　(33/45)

子どもの発達段階に応じた家庭教育支援の充実を図ります。

「する」スポーツを推進します。

「みる」スポーツを推進します。

「支える」スポーツを推進します。

（１）家庭教育に関する学習機会の充実　(34/45)

（２）家庭教育相談の充実　(35/45)

家庭と学校、他機関をつなぐコーディネーター的役割を推進します。

（３）青少年のための施設における活動の充実　(31/45)

富士吉田青年の家における活動の充実を図ります。

（４）子どもの居場所づくりの推進　(32/45)

放課後等における子どもの安全・安心な居場所の整備を図ります。

地域で子どもを育てる環境づくりを推進します。

インターネットトラブルの未然防止に向けて取り組みます。
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

12 ○事例研修を通じて、適切な支援を行うことができるよう、相談員の専門
的な知識や技術の向上に努めます。

○学校、指導課、子育て支援課、ひまわり発達相談センター、千葉県子ど
もと親のサポートセンター、児童相談所等の関係諸機関との連携を図
り、相談者の要望に応じた相談の充実に努めます。

○保護者や教職員等を対象とした、不登校に関する理解や対策の周知
を図ります。

② 3,818 総合教育センター

○ひきこもり傾向がある児童生徒には、訪問相談が活用できるように積
極的に働きかけるなど、家庭や学校と連携して、不登校児童生徒の支
援に取り組みます。

③ 指導課

○小・中学校の教職員は、児童虐待を最も発見しやすい立場にあること
から、子どもの変化から児童虐待の兆候やヤングケアラーの早期発見
に努めます。

○子どもの命と人権を守るために、市長事務部局、児童相談所、民生委
員・児童委員、人権擁護委員等の関係諸機関と速やかに連携し、組織
的な解決を図ります。

④ 指導課

○児童相談所による一時保護等から学校に戻った児童生徒について、
学校と関係諸機関との情報共有が継続して図られるよう体制の見直
しに努めます。

○関係諸機関が作成した資料等を活用して、学校が対応する際のポイン
ト等について、研修会等を通じて周知します。

13

① 総合教育センター

○各学校のホームページに、発信する必要のある情報が掲載されるよう
支援に努めます。

① 指導課

○社会に開かれた教育課程の事例について各学校への情報提供を行
い、教育課程の編成を支援します。

② 1,180 社会教育課

○学校・家庭・地域が一体となって、子どもたちを見守り、育成するため、
これまでの学校支援ボランティアのネットワークを基盤に、各小・中学
校に地域学校協働本部を設置し、地域と学校が相互にパートナーとし
て、連携・協働する地域学校協働活動を推進します。

③ 1,840 指導課

◎令和５年度より全小・中・高等学校に設置した学校運営協議会におい
て、学校・保護者・地域が連携し、よりよい学校運営のための支援をし
ます。

80
学務課

習志野高校

一時保護等から学校に戻った児童生徒への組織的な対応を図ります。

児童虐待の未然防止、早期発見・解消に向けた迅速な対応を図ります。

長欠・不登校児童生徒解消を推進します。

地域社会との連携・協働した活動を推進します。

学校運営協議会の運営を支援します。

学校と家庭・地域相互の情報交換を推進します。

（２）地域とともにある学校づくりの推進　(37/45)

社会に開かれた教育課程を推進します。
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（１）積極的な情報公開と意見交換の充実　(36/45)
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

14

① 3,196 青少年センター

○青少年補導委員や中学校区青少年健全育成連絡協議会との連携の
もと、街頭補導活動や防犯パトロールの実施回数を確保し、定期的に
実施します。各地区の活動について情報共有を行い、補導活動の充実
を図ります。

○青色回転灯を装着した公用車による補導活動を実施し、犯罪未然防
止の一翼を担います。

② 687 青少年センター

○ホームページやパンフレットによるPRや出張登録会等を積極的に実施
するとともに、学校と連携し、保護者や子どもたちに「子ども１１０番の
家」を周知します。また、加入者へのアンケート調査や研修会の開催な
どを実施し、制度の充実を図ります。

15

① こども政策課

○「習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画　第3
期計画」に基づき、取り組みを進めます。

こども保育課

② 17,822 こども政策課

○老朽化等への対策及び適正な教育・保育環境を維持するため、施設
の改修工事等を行います。

① 7,947,994 教育総務課

○「習志野市第2次学校施設再生計画」に基づき、校舎等の改築や長
寿命化改修並びにそれに向けた設計に取り組みます。
・大規模改修：谷津南小学校（工事）、袖ケ浦東小学校（工事）
・長寿命化改修：向山小学校（工事）、屋敷小学校（工事）、第一中学
校（工事）、藤崎小学校（設計）、実花小学校（設計）
・建替え：大久保小学校（工事）、第二中学校（工事）、大久保東小学
校（設計）、鷺沼小学校（設計）

◎学校で働く教職員の働き方改革に資する健康維持や健康回復を支援
するため、育児休業明け教職員の搾乳やすべての教職員がリフレッ
シュ出来る機能の確保に努めます。

93,819 教育総務課

◎猛暑の影響による熱中症対策が急務であることを鑑み、市内全小・中
学校の体育館への空調設置を推進します。

① 186,021 習志野高校

◎ 猛暑の影響による熱中症対策が急務であることを鑑み、体育館への
空調設置を推進します。

○老朽化した施設の改修や点検結果に基づく対策など、学校施設の環
境改善に努めます。

① 397,931 学校給食センター

○SPC構成企業と定期的な協議会を実施します。 保健体育安全課

② 397,931 学校給食センター

○SPC構成企業との情報共有化と連絡体制を確立します。

③ 総合教育センター

◎次期公共建築物再生計画期間内の前倒しの実施を検討し、適切な時
期に着手できるよう準備を進めます。

（１）地域住民との協働による防犯・補導活動の推進　(38/45)
　

地

域

ぐ

る
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で

子
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組
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く
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街頭補導活動の定期的な実施と活動の充実を図ります。

「子ども110番の家」の加入者を拡充させ、安全を守るシステムづくりを
推進します。

（１）幼稚園・こども園の教育環境の整備　(39/45)

　
安
全
で
潤
い
の
あ
る
学
校
環
境
の
整
備

新たなこども園の設置と幼稚園の再編を図ります。

幼稚園・こども園の施設補修を図ります。

（２）小・中学校の教育環境の整備　(40/45)

学校施設の改築・長寿命化改修・大規模改修等を推進します。

（３）市立高等学校の教育環境の整備　(41/45)

習志野高校の教育環境の整備を推進します。

②小中学校の体育館への空調設置を推進します。

総合教育センターの再整備に向けた準備作業を進めます。

（４）学校関連施設の環境整備　(42/45)

給食センターのモニタリングの実施と適切なフィードバックを進めます。

給食センターの日常業務の円滑化を進めます。
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政策
基本

方針 施策（◎は新規、〇は継続）及び施策番号（□/45） 当初予算額 担当課

16

① 社会教育課

○市民が社会教育施設を安全に使用することができるよう、適切な維持
補修に努めます。

10,870
14,688

公民館・図書館
富士吉田青年の家

○富士吉田青年の家では、第２次公共建築物再生計画に基づき、令和７
年度から８年度に予定する長寿命化工事の設計委託を令和５年度か
ら６年度に実施し、築７５年まで施設を安全に継続使用できるよう努め
ます。

17

① 222,280 生涯スポーツ課

○学校体育施設開放事業の充実に努めます。

○老朽化対策など、利用者が施設を安全・快適に利用できるよう改修工
事を実施します。

○ネーミングライツパートナーの導入を通じて財源を確保し、体育施設の
良好な管理運営を行います。

18

① 60 教育総務課
◎国の第４期教育振興基本計画の研究に努め、習志野市基本構想をも

とに令和８年度からの「習志野市教育振興基本計画」の策定に取り組
みます。

○「教育に関する事務の管理及び執行状況に関する点検及び評価（報
告書）」を見直し、PDCAサイクルに基づく取り組みが、より分かりやす
く表現できる様式に改めます。

② 教育総務課

○学校教育だよりの内容充実、その他の情報発信の工夫に取り組みま
す。

○学校教育を中心に、生涯学習部やこども保育課の活動も含め、幅広い
情報の発信に取り組みます。

③ 学務課

○学校事務職員との連携により、効率的かつ正確な事務を実施します。

④ 3,703

○客観的な根拠を重視し、中・長期的な視野に立った施策等について研
究します。

◎教育費の保護者負担について現状と課題を把握し、保護者の経済的
負担軽減に努めます。

⑤ 教育総務課
○ICTを活用した出退勤記録システムを活用し、教職員の勤務時間を客

観的に把握します。

104,740 学務課
（習志野高校）

◎校務支援システムの更新をはじめ、ICTを活用することにより事務処理
の効率化を図ります。

1,483
2,706

保健体育安全課

指導課

○教育委員会事務局から学校へ依頼する調査等について精査、削減に
努めます。

155,579 総合教育センター

○学校において教育課程の工夫による放課後時間の確保等により、「子
どもと向き合う時間を確保できている教職員の割合」１００％を目指し
ます。

○部活動において、地域移行を推進し、児童生徒と向き合う時間の確保
と教職員の負担軽減を目指します。

（１）社会教育施設の整備 　(43/45)
社
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社会教育施設の改修・整備を推進します。

学校事務職員との連携を強化します。

健
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・

体
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スポーツ環境の整備、安全性の維持を図ります。

（１）教育委員会事務局の活性化　(45/45)

広報活動の充実を図ります。

PDCAサイクルに基づく活動を推進します。　
教
育
行
政
の
効
率
的
・
効
果
的
な
展
開

政
策
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教
育
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整
備

教育総務課
学務課
指導課

先進的な施策の研究を進めます。

学校における働き方改革を推進します。

（１）「支える」スポーツの推進（施設の整備と活用）　(44/45)
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